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ൃ　行ɿಛఆඇӦར׆動๏人（/PO）日本自動車ऀڀݚジャーφリスト会 （ٞR+C）
ൃ行日ɿ2024年12݄25日　ൃ行人ɿ൧௩ত三
ฤू人ɿౖ୩জ久　ॹํণࢠ　খງ࿨ଇ　෢ాོ　水ౡਔ
ࣸ　ਅɿؓݹষ࿠　ౖ୩জ久　෢ాོ　水ౡਔ　ࣰݪ੓໌　ੴݪজ　
デザインɿ௡Ӝࢠ޾（Ϛイム）
R+Cࣄ຿ہɿ113-0022 ౦ژ౎จ۠ژઍବ໦3-45-2　5&-ɿ03-5834-2775　F-NBJMɿSKD-KJNVLZPLV!OJGUZ.DPN
ఆ価ɿ500円（税ผ）
⡥ແஅ転載ࢭې 
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2025年次
RJCカーオブザイヤー	�	#&45

εζΩʢεϖʔγΞʣ εζΩʢεイϑτʣ

ຊాٕۀ޻ݚʢ83-7ʣ ຊాٕۀ޻ݚʢΞίʔυʣ

ຊాٕۀ޻ݚʢϑϦʔυʣεζΩʢϑϩϯΫεʣ

)POEB�4&/4*/(の҆৺ײと)POEB�$0//&$5のշద性をඋえたコン
パクトクラス467ɻߴいアイポイントでӡసしやすく、���Ὑ�J-75&$エン
ジンできびきび૸るɻラゲッジの޿さ、࢖いউखのྑさがධՁされたɻ

スズキ セーフティサポートを౥ࡌし、ࢹքの։์ײとӡసのしやすさは
もちろん、Ո଒や஥ؒにدりఴう࢖いউखのྑいࣨ಺ۭؒがັྗのスペ
ーシアɻલ੮でもޙ੮でもշద性を࣮ݱするアイデアػ能も஫໨されたɻ

スマートコンパクトをମݱしたデザイン、マイルドハイブリッドの燃අのྑ
さ、���Ὑ� ৽の࠷のスイフトɻؾちのྑい૸りがਓ࣋ؾ౵エンジンのؾ�
ӡసࢧԉػ能とӡసするָしさ、࢖いউखのྑさがධՁされたɻ

पลݕ஌能ྗがパワーアップした)POEB�4&/4*/(����、շదな)POEB�
$0//&$5をඋえたアコードɻe�)&7のスムーズな૸りग़しとトルクײ、
がҹ৅ਂく、バランスのྑさがධՁされたɻײの্࣭な૘շߦ଎૸ߴ

খճりがརいてѻいやすく、շదに৐れる৺஍のྑいサイズ࢖、ײいউ
खのྑい޿ʑしたࣨ಺ۭؒがਐԽしたフリードɻ)POEB�4&/4*/(のઌਐ
҆શػ能やศརなӡసࢧԉػ能もඋえ、可能性の޿がりにظ଴されたɻ

մײのあるྗڧさとクーペのྲྀྷさをซせ࣋つスタイルに、���Ὑエンジ
ンと�"5を૊み߹わせたスポーティな૸りのָしさをࠐめたコンパクト
467ɻऔりճしのྑさと�8%の�つのઐ༻モードなどが஫໨されたɻ

ʮϞϏϦテΟϦκート΋ͯ ʯ͗Ͱ։࠵ Εͨ͞最ऴબߟձ͸ɺ�෦໳ #̒&45ʹબ͹Ε֤ͨϞσϧΛੈޙʹධՁ Δ͢ॏཁ
ͳ�೔ͩɻRJCカーオブザイヤー #̒&45ʹબ͹Εͨ�୆ͷ͏ ͪɺϗンμ	ϑϦーυ͸ձ৔Ͱͷࢼ৐͕͔ͳΘͳ͔ͬͨ ͕ɺ
5୆Λର৅ʹࢼ৐νΣοク͕ߦΘΕͨɻ

ं࢈ࠃ
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				RJC
カーオブザイヤー

༏ल৆࠷

ˍリアバンパーやフロントストレイクの
バοクυアサイυスϙイラー、ߋঢ়มܗ
をॳ࠾用するなど、低燃費にد༩する空
ྗ対ࡦも万શだ。̏代໨モデルの特徴で
もあった̘ピラーのリアυアϋンυルは
ഇࢭされたが、ࢹ界のྑさを༏先させた
݁Ռだという。水ฏ基ௐで౷一されたイ
ンテリアデβインもクリーンなҹ৅をड
け、υライバーを中৺に഑置されたスイ
οチ類のૢ作ײも上々だ。なにより、ス
タンダーυな̎؟メーターとフロアシフ
トに安৺ײを๊いてしまった。

　スズキが世界ઓ略車として開発したス
イフトのॳ代モデルは2004年にొ৔し
た。それまでの国産コンパクトカーとは
一ઢをըするスϙーティな走ߦ性能やデ
βイン性がධ価され、2006年次3JCカー
オブβイϠーをड৆。その後、2011年次、
2018年次、今回の2025年次と̐世代にわ
たって࿈ଓでड৆したことになる。
　ચ࿅されたスマートコンパクトをコン
セプトに開発された̐代໨モデルは、ス
ϙーティかつスοキリとしたエクステリ
アデβインが、まず໨をҾく。フロント

　スϙーティかつ上࣭な走りをࢧえるプ
ラοトフΥームは、実は先代モデルを౿
ऻしている。しかし、高ுྗ߯൘の使用
ൣғの֦大や઀着剤とスϙοト༹઀の૊
み合わせなどによるボディ߶性の向上、
フロントスタビライβーの最ద化やリア
サスϖンシϣンのストローク量をアοプ
したことにより、ロールを཈えながらも
しなやかな৐り৺地を実現。大෯な軽量
化がਤられた先代モデルでए͡ײׯられ
た௓ねるような৐り৺地がվળされ、ス
ϙーティなϋンυリングと走りの࣭ײが

ੈքࢢ৔を੮ר Δ͢ϙςϯγϟϧをൿΊͨ
ϥΠτ΢ΤΠτίϯύΫτΧー

スズキ	スイフト ●ボディサイズ 3860×1695×1500（4WDは1525）㎜ ●パワートレーン 1.2ℓ௚ Ψ̏ιリン Ϛɹイルドϋイブリッド（60ʴ2.3L̬）
●税込価格172万2700円～ 233万3200円

εζΩ εイϑト
S U Z U K I  S W I F T
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一૚高められていた。その׬成度はԤभ
のコンパクトカーにもܾしてෛけていな
いといえるだろう。
　パϫートレインは、৽開発のZ12Eܕ
エンジンに軽量高効率CV5、さらにマ
イルυϋイブリουに対応した̑速M5
を૊み合わせる。Z12Eܕエンジンはシ
リンダーϔου周りのվળやి動ウΥー
ターϙンプの࠾用など、エミοシϣンの
低減や燃費向上にݙߩする技術がຬࡌさ
れていて環境性能重ࢹにࢥえたのだが、
実際に走らせてみると̏気౵エンジンな
らではの๛かなトルクײはそのままに低
中速Ҭのスムーズな৳ͼײが素੖らしい。
̏気౵の/Aエンジンではトοプレベル
の気持ちよさだ。CV5でもे分に͡ײ
られるが、ͥͼ̑速M5モデルでຯわっ
ていただきたい。また、広ใ車両で長ڑ

離運సした会һにฉいたところ、実用燃
費は20ᶳ /ℓをはるかに超えていたとの
ことだった。
　最৽の安શˍ運సࢧԉシステムも見ಀ
せない。ミリ೾レーダー、単؟カメラ、
超Ի೾センサーを૊み合わせた৽開発の
デュアルセンサーブレーキサϙートᶘを
શ車にඪ४装උ。શ車速௥ै機能ˍఀࢭ
保持機能付きアダプティブクルーズコン
トロールやυライバーモニタリングシス
テムなどを࠾用している。
　スタイリング、走ߦ性能、安શˍ運స
ԉシステムなど、す΂てにおいてブラࢧ
οシュアοプされた৽ܕスイフト。実際
に৐って日常走ߦのྑさが͡ײられるク
ルマだが、スイフトの৅徴でもあるスϙ
ーツモデルにも期଴したいところだ。

（小ງ࿨ଇ）

ઌਐ的で走りの࣭感を࿈૝さ るͤエクステリア。౿Μுり感のあるリアデザインもҹ৅的

εζΩ εイϑト

ドライバーとクルϚのҰ体感がڧ調されたインテリア。ηンタークラス
ターやスイッチྨなͲはドライバーに͚޲て഑ஔされている

高ग़ྗ60L࠷エンジンはܕ&12; �̬5700SQN、࠷େトルク108/N�
4500SQNをൃش。௿଎͔ら׈ら͔ に্ঢ͢るトルクಛ性

エンジンのカットモデルܕ&12;

৽ܕCV5のカットモデル
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　ྺ代スイフトは、ࢲたちのཧ೦である
「小・少・軽・短・ඒ」を体現し、࣌代
に合わせて進化をଓけてきました。
　৽ܕスイフトは、「エネルギοシュʷ
軽やか 日常のҠ動を༡ͼにมえるચ࿅
されたスマートコンパクト」というコン
セプトのもと、ྺ代スイフトでഓったデ
βイン性や走ߦ性能に加え、༧๷安શ装
උやརศ性の高い装උをॆ実しました。
お٬༷の日常をϫクϫクにᷓれたものに
มえられるように、一໨でスイフトと分
かる特徴を࢒しながら、これからのएい
ਓにもتんでもらえる先進的でະ来的な
スタリングとし、走ߦ性能や先進安શ装
උのॆ実、使いやすさを向上させ、「ク
ルマと日常を༇しめる」という৽しい価
஋を௥加した঎඼を໨ࢦしました。
　デβイン໘では、エクステリアはクル
マશ体をแみ込Ήラウンυܗঢ়を࠾用し、

先進的なイメージを表現しています。イ
ンテリアでは、リラοクスできるࣨ内空
間をデβインし、コンパクトカーながら
開์的なࣨ内空間とૢ作系のレイアウト
を見直すことによるυライバーとクルマ
の一体ײを͡ײられるよう工෉されてい
ます。
　パϫートレインには、最大熱効率40�
を達成した৽開発の「Z12Eܕエンジン」
を࠾用し、燃費性能と走ߦ性能の両立を
実現しました。また、空ྗ性能も向上し、
先代モデルより空気抵߅を໿4.6�低減
しています。さらに、ボディには高ுྗ
߯൘の使用ൣғを֦大し、߶性を高める
ことで༏れたૢ安性や৐り৺地を実現し
ています。
　このようにデβインや走ߦ性能、安શ
性、使いやすさをバランスさせることで、
スイフトと一ॹに૑造する৽たな価஋΁

௅んだ「スイフト」が、̐ 度໨となるl3JC
カーオブβイϠーz をड৆したことは、
大ม名༪なことだと͡ײております。վ
めてँײਃし上͛ます。
　これからもࢲたちは社ੋの第一に͛ܝ
る「お٬༷の立৔になって価஋ある製඼
をつくろう」のਫ਼ਆに基ͮき、ັྗある
製඼ͮくりに౒めてまいります。

1987年スズキ株式会社ೖ社
四輪技術本部四輪ボディઃܭ部
2001年Ϛジャールスズキறࡏ
2003年̏୅໨エスクードボディ
ઃܭ
2008年ܰྔԽ技術開ൃを୲౰。
スイフトアシスタントチーフエン
ジχアをܦて、
2016年̏୅໨スイフトチーフエ
ンジχア、
2023年̐୅໨スイフトチーフエ
ンジχア（ݱ৬）

খງ	ণ༤
（こ΅り・まさ͓）

༏ल৆f࠷ rom ."/6'"C56R&R
εζΩɹεイϑト

ྺ୅スイフト͔らҾきܧいできたスタイリッシϡ
なデザイン性やスポーティな走行性能をブラッ
シϡアップ。৽開ൃのパワートレインにクラス
トップレベルのۭྗ性能、ܰྔ高߶性ボディなͲ
でクルϚ本དྷの基本性能を高めたう͑で、࠷৽の
運転ࢧԉシステムを࠾用したことを評価した。

त賞ཧ༝
2025年次R̟̘ं࢈ࠃ�カーオブザイヤーબ݁ߟՌ

 ॱҐ 車　໊ ϝーカー໊ ಘ ఺
1 スズキ スイフト スズキ 140
2 ホンダ アコード 本ా技ݚ工業 83
3 スズキ フロンクス スズキ 81
4 ホンダ WR-V 本ా技ݚ工業 76
5 スズキ スペーシア スズキ 65
̒ ホンダ フリード 本ా技ݚ工業 59
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　これもまた国内向けॳのシステムとな
るグーグルアシスタントを౥ࡌ。「O,ʂ
グーグル」のԻ੠ૢ作でԻָ再生、車内
の温度ઃ定が簡単にできる。׆ઉが悪い
੠にも൓応してくるخしいԻ੠機能だ。
　エクステリアは、薄ܕフロントライト
とԣ一จࣈのリアランプでϫイυˍロー
のフΥルムを実現している。また、傾ࣼ
したCピラーがクーϖスタイルをৢし出
している。インテリアは、直ઢでߏ成さ
れたメーターフーυと水ฏ基ௐにデβイ
ンされたガーニοシュによりҾきకまっ
たҹ৅をडけた。手の触れる֤ॴにॊら
かなײ触の素材を;んだんに使用し、上
࣭なࣨ内空間をԋ出しているのもخしい。

　また、ࣨ内空間は2830ᶱのϗイ
ールベースよって後੮に༨༟のニ
ースϖースをもたらし、程よいラン
バーサϙートも૬まって収まりの
ྑいҹ৅だ。
　パϫートレーンは、2.0ℓ直෾ア
トキンソンサイクルエンジンと৽
開発の高出ྗモーターと内蔵ి気
ࣜCV5の૊合せ。中低速の最大ト
ルクを向上させるだけではなく੩
ॗ性にもد༩している。

　今回で11代໨となったアコーυ。国内
でレジェンυがなくなった今、ϗンダの
セダンはシビοクとアコーυの̎車छ。
શ長は4�75ᶱとサイズアοプし、アο
パーミυルセダン΁と地Ґ向上しグロー
バルモデルとなっている。
　大きなมߋ点として「ϗンダセンシン
グ360」を国内向モデルにॳ౥ࡌ。フロ
ントセンサーカメラに加え、֤コーナー
に̑ܭ୆のミリ೾レーダーを഑しશ方Ґ
に対応している。ࢼ৐コースではエンカ
ウントするシーンがແかったが、લ方ަ
ࠩ車両ܯใ、車ઢม࣌ߋিಥ཈੍、車ઢ
มࢧߋԉ機能が加わりυライバーをサϙ
ートしてくれるだろう。

　υライブモーυは「エコ」、「コンフΥ
ート」、「ノーマル」、「スϙーツ」の̐モ
ーυをબ΂るだけではなく̑つ໨のモー
υである「インディビジュアル」をબ୒
することで　υライバーのᅂ޷に合った
セοティングがબ୒可能だ。エコやコン
フΥートモーυでは、ःԻ性の高い運స
がたのしめた。スϙーツモーυは、アク
セルを౿み込めば低回సҬからྗڧく加
速しストレスフリーなҹ৅だ。コーナー
ではモーシϣンマネジメントシステムと
アジϟイルϋンυリングアシストのԸܙ
でラインをトレースでき、スϙーツセダ
ンとしての一໘も持ち合わせている。
　価格は先代より120万ԁ΄ど上がり
540万ԁとなっている。今や希少車छの
セダン、෮ݖの࿛Ԏを上͛ることができ
るか、஫໨である。　　　　（ೃদ஧೭）

高ޮ཰なアトキンιンサイクルエンジンと̎モーター಺ଂのి気
式CV5で、スポーティな走りと௿೩අ性能をཱ྆

水平基調で౷Ұされたインテリア。ピアϊブラック調イ
ンパネΨーχッシϡやスムーズレザーステアリンάなͲ
の高ڃ૷උをຬ載͢る

RJCカーオブザイヤー
		�ϕεト

ϗンダ	アコード　●ボディサイズ 4975×1860×1450㎜ ●パワートレーン 2.0ℓ௚ Ψ̐ιリンʴモーター（108 1ɹ35L̬）●税込価格544万9400円 

ημϯͷྑ͞ΛվΊͯ͡ײΔ૸Γͱઌਐੑ
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ローˍワイドフΥルムのエクステリア。SUVのྗڧさと
౎会的なクーペスタイルをうまく༥߹さͤている

RJCカーオブザイヤー
		�ϕεト εζΩ ϑϩンΫε

加えてBセグメント（શ長3.8̼～ 4.3N）
のS6Vのਓ気は高く、உঁを問わずあ
らゆる年代から購入されているフロンク
スは、このクラスに向けて開発されてい
る。ボディサイズは、શ長3��5ʷશ෯
1765ᶱ、શ高も立体ற車৔に入る1550
ᶱとコンパクトなサイズに収められてい
て、最小回స൒ܘもクラストοプとなる
4.8̼を実現しているので、日常でもѻ
いやすいパοέージといえるだろう。
　デβインの開発にあたり、S6Vのྗ
してٻさと流ྷなクーϖスタイルを௥ڧ
おり、঎඼اը本部࢛ྠデβイン部エク
ステリア課の෱ౡߞ一࿠ࢯは、「lダイナ
ミοクなクーϖスタイルS6Vzをデβイ
ンコンセプトに͛ܝました。フロントマ
スクはダイナミοクさを表現するために、
上Լ方向にްみを持たせ、サイυから大
きく回り込んだフェンダーܗঢ়に、シϟ
ープなҹ৅の౮火類を࠾用することで、
特徴的でݸ性的なデβインとしました」
と外؍のデβインについてޠる。内装に
ؔしては、঎඼اը本部࢛ྠデβイン部
インテリア課ԕ౻୓ຏࢯは「シートに࠲
った際、໨にඈͼ込んでくるインパネに
はシルバーʗパールブラοクʗボルυー

　世界的に競૪がܹ化しているS6Vࢢ
৔に開発されたフロンクス。インυの੢
部にあるグジϟラート工৔で生産されて
いるこのモデルは、2023年からインυ、
中ೆ米、中近౦などでグローバルにൢച
が展開されていて、日本では2024年10
݄16日から発ചされている৽ܕ車であ
る。日本ࢢ৔΁のಋ入に対しては、৽た
に̐8D༷࢓を開発。੩ॗ性を高め、ૢ
ॎ安定性なども৽たに見直したという。
インυの৐用車ࢢ৔では、スズキ車とし
ては最速でྦྷൢܭച୆਺10万୆を達成
しており、2024年度におけるインυの
lCar of tIe :earzとlDeTign of tIe 
:earzなど、フロンクスは海外ですでに
高いධ価を得ているのである。
　スズキによれば、2023年度の国内では、
85万୆を超えるS6V車がొ࿥されており、

のコンビネーシϣン加০を഑し、見応え
のあるデβインとしました」と上࣭ײに
こだわり、手の触れる部分の表ൽや加০
にも高い࣭ײをٻめたという。
　エンジンは、1.5ℓの直ྻ̐気౵にマ
イルυϋイブリουを૊み合わせ、さら
に̒速オートマチοクの࠾用により、燃
費の向上をਤっている。最高出ྗは74L
̬/6000rpN、最大トルクは135/N/4400
rpNで、28Dでは8-5C（֗ࢢ地、߫ 外、
高速道࿏の֤走ߦモーυをฏۉ的な使用
࣌間഑分でܭଌ）モーυ走ߦで1�.0ᶳ /ℓ、
48Dでは17.8ᶳ /ℓと発表されており、
S6Vとしてはྑ޷な燃費といえるだろう。
　̍グレーυのઃ定で28D/6A5が254
万1000ԁ（੫込）、48D/6A5が273万�000
ԁ（੫込）であり、もちろん༧๷安શ技術、
運సࢧԉ機能にؔしても最৽のシステム
を装උし、݄間の໨ඪൢച୆਺は1
000
୆と発表されている。　　　（小ྛݠ一）

スズキ	フϩンクス　●ボディサイズ 3995×1765×1550㎜ ●パワートレーン 1.5ℓ௚ Ψ̐ιリン Ϛɹイルドϋイブリッド（74ʴ2.3L̬）
●税込価格254万1000円～ 273万9000円

Ϋʔϖελイϧ467ͱ͍͏৽δϟϯϧʹ௅ઓͨ͠ҙཉ࡞

ブラックとボルドーで഑৭されたインテリア。エクス
テリア同༷のコンηプトが౿ऻされている
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まうと、ラインナοプに見ྼりを͡ײて
しまうかもしれない。しかし、このܿさ
がࢲには83-Vのඒ点にࢥえてならない。
　今、国内のS6Vマーέοトを見౉せば、
いつしかミニバンやセダンを大きく྇կ
し、国産・༌入車問わず΄とんどの自動
車メーカーが、S6Vモデルをラインナ
οプする。しかし、झຯのアウトυアや
キϟンプの૬๮にS6Vをʜと、カンタ
ンに購入をܾめるができない。͝存஌の
とおり、S6Vࢢ৔の価格高ಅͿりは留
まることを஌らず、S6Vの多くは、す
っかり高ڃ車となってしまったからだ。
　それがどうだろう。この83-Vの車両
本体価格は、最上ڃモデルでも250万に
ಧかない。高ಅのS6Vࢢ৔にあって、

とてもك有な存在にөる。実にܿ
い�
　さて、そんな83-Vをツインリ
ンクもて͗のテストコースで走ら
せてみた。コンパクトなボディは、
いかにもS6Vらしく֯ுってい
て見੾りがྑいうえ、アイϙイン
トが高いため見通しもいい。運స
੮に৐り込Ήと、これまで׳れ਌
しんできたインパネ周りには、安

　ϗンダのS6Vは、現在̏छ類をライ
ンナοプする。Z3-V（2023年݄̐発ച）
をϗンダS6Vシリーズの最上Ґ機छと
し、中Ґモデルがϰェゼル（2024年̐
݄マイナーチェンジ）、そして、ここで
͝঺հするࡾஉ๥の83-V（2024年݄̏
発ച）は、エントリーモデルというҐ置
ͮけになる。
　上Ґ̎車छがガソリンとϋイブリου、
''と48D༷࢓とラインナοプしている
のに対し、83-Vはガソリン�''༷࢓
の一୒。グレーυこそ3つ（9タイプɿ
スタンダーυモデル、Zタイプɿ9のϋ
イグレーυモデル、Z�ɿઐ用エクステ
リアがあしらわれた最上ڃタイプ）とな
っているものの、長ܑʗ次ܑとൺ΂てし

৺ײすら֮える。これならお฼さんの日
常の଍にも、またؼলしたおଙさんを৐
せるお但ちΌんにも༏しい。
　さらに、家଒でキϟンプやバーベキュ
ーでは、པれる૬๮となることだろう。
ΰツΰツとしたՏ原であっても、最低地
上高（1�5ᶱ）はे分だし、つい多くなっ
てしまうՙ物を、収ೲするにे分な༰量
をތるラήοジルームが用ҙされている。
　20代から30代のएい家଒がターήο
トとなるが、൴らには「いわゆるS6V
らしいエοジの立ったフΥルムが格ྑ޷
くөっている」（ϗンダ広ใ部）という。
ボディサイズも取り回しのྑさもʜ、日
本の道࿏ࣄ৘にジϟストフィοトする
83-V。そして、S6Vॴ有のເを現実の
ものとしてくれた価格ଳ。「''車だって、
ྑい͡Όないか��」。そんな੠がฉこえて
くる。　　　　　　　　　　（水ౡ　ਔ）

ボリϡーム感のあるフロントデザインや高いॏ৺によって、コンパ
クトなボディサイズながらSUVとしてଘࡏ感をԋग़

インテリアデザインは水平基調で、ボンネットのઌ୺が
ݟ る͑う͑ に操作性も良く運転しや͢い

RJCカーオブザイヤー
		�ϕεト

ϗンダ	83�7　●ボディサイズ 4325×1790×1650㎜ ●パワートレーン 1.5ℓ௚4Ψιリン（87LW）● 税込価格 209万8800円～ 248万9300円

੾Γͷྑ͍ίϯύΫτͳ467͸खͷಧ͖ͦ͏ͳՁ֨΋ັྗݟ
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RJCカーオブザイヤー
		�ϕεト

ՙ෺を໨いっͺい搭載したେ༰ྔのコンテφをイϝ
ージしたというエクステリア。楽し͛なツートンカラ
ーもબ୒できる

ʑとしたࣨ಺ۭؒにշద૷උをຬ載。Ո଒みΜな޿
がリラックスできるようにઃܭされている

εζΩ εϖʔγΞ

　見た໨のデβインは、まさに大༰量コ
ンテナ。限られたサイズいっͺいにスϖ
ースユーティリティを確保している。イ
ンテリアは、インパネ周りがブラウン系
でカフェラテ৭がアクセント。໌るく開
のある広々リビングのようなࣨ内にײ์
は、スズキらしいརศ性の高い収ೲスϖ
ースがڽ縮されていた。ॿ手੮ଆのビο
グオープントレー、ティοシュボοクス
が入るインパネボοクス、ॿ手੮シート
アンダーボοクスの΄か、軽なのに6SB
ϙートがインパネ、リアシートӈଆにも
あり、ちΐっと᩵୔༷࢓である。
　なかでもリアシートのշద装උはす͝
い。ࠨӈಠ立スライυˍリクライニング
するだけではなかった。マルチユースフ
ラοプは、࣌ܜٳにくつろ͛るオοトマ
ンモーυ、走ߦ中に଍がͿらͿらしてし
まうࢠどももշదなレοグサϙートモー
υ、࠲໘に置いたՙ物が׈りམちないよ
うにするՙ物ストοパーモーυとม化す
るスグレモノだ。また、リアシートはՙࣨ
ଆからでもϫンタοチでフラοトになる
から、大きなՙ物だってラクラク積める。
　スϖーシアをࢼ৐してみると、୭もが
運సしやすく、ѻいやすい。見੖らしが

今の軽自動車に対するニーズは多༷ࡢ　
化している。これまで多く見られたࣨ内
空間の広さは౰たりલで、そんなϋイト
ϫΰンというスタイルにަ通ނࣄ回ආを
サϙートする先進安શ機能の΄とんどが
ඪ४༷࢓となってきた。あとは何をٻめ
るのだろうか。
　スϖーシア、スϖーシアカスタムは、

「৐るਓの୭もがもっと安શに、もっと
շదに、もっとศརに使える空間にした
い」というࢥいを込めて開発したという
だけに、িಥඃ֐軽減ブレーキをは͡め
とした最৽の༧๷安શシステム（スズキ
セーフティサϙート）をඋえた上で、広
いࣨ内空間をշదでศརに使えるັྗが
٧め込まれている。

ྑく、ڱい࿏地やற車৔でもԲせず運స
できる。࿏໘のஈࠩやつな͗໨を通過す
るときにも、見直しをਤったリアバンプ
ストοパーによって、ಥき上͛ײがあま
りなく、৐り৺地はマイルυだった。ݸ
ਓ的には、/Aエンジンだけでे分だと
エンジンと৽CV5、そܕった。306Dࢥ
してマイルυϋイブリουの૊み合わせ
ることで、燃費（8-5Cモーυ）は軽ϋ
イトϫΰンクラストοプの25.1ᶳ /ℓ。
スϖーシアカスタムにઃ定されているタ
ーボグレーυの৔合は21.�ᶳ /ℓ。燃費
がいいと、環境にやさしく、日常生׆でも
給油回਺が少なくて経ࡁ的なので、ि຤
に஥間や家଒で気軽にԕ出したくなる。
　軽ϋイトϫΰンʴ安શ・շద・ศར・
ָしい。そこから࢝まるϫクϫクײを、
৽ܕスϖーシアはఏҊしてくれている。

（ॹ方ণࢠ）

スズキ	スϖーシア　●ボディサイズ 3395×1475×1785㎜ ●パワートレーン 0.66ℓ௚ Ψ̏ιリン Ϛɹイルドϋイブリッド（36 1ɹ.9L̬）
●税込価格153万100円～ 211万5300円

๛෋ͳշద૷උͱ࠷৽ͷ҆શ૷උΛ౥ܰͨ͠ࡌϋイτϫΰϯ
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ー S6Vテイストを加えて、アウトυア
テイストをڧめたクロスター。エアーは
少しおとなしめだが万ਓडけしそうなデ
βイン、クロスターは޷きなਓにはϋマ
りそうなデβインだ。
　サイズ的にはeɿHEVを౥ࡌしたؔ܎
でશ長がै来ܕより45ᶱ長くなったが、
ϗイールベースやଞのサイズは΄とんど
มわらない。ࣨ内長は30ᶱ֦大され、コ
クピοトはノイズレスで見౉しがྑく、
どの੮に࠲っても໌るく開์的で見੖ら
しがྑい。
　エアーには̏ྻ̒ਓ৐りと̓ਓ৐り、
クロスターには̎ྻ̑ਓ৐りと̏ྻ̒ਓ
৐りがઃ定される。̒ਓ৐りの̏ྻ໨は
ӈ௓ね上͛ࣜだが、直立してスοキリࠨ
収ೲできる。また௓ね上͛࣌の෯は160
ᶱとしているが、シートとしての࠲り৺
地はしっかりҡ持している。
　パϫートレーンは現ܕߦフィοトやϰ
ェゼルとಉ༷の、1.5ℓガソリンエンジ
ンと、それにモーターを૊み合わせたϋ
イブリουのeɿHEV。いずれも''と
48Dがઃ定されている。
　eɿHEVは֗ࢢ地走ߦではモーターで
走り、必要に応͡てエンジンはかかるが

　̏代໨にフルモデルチェンジされたϗ
ンダのコンパクト ミニバン「フリーυ」
は、ܑو分のステοプϫΰンとಉ༷の

「A*3（エアー）」と「C3OSS5A3（ク
ロスター）」の̎タイプをઃ定した。
　エアーは安৺・շద・家଒中৺のै来
モデルをܧঝ進化させたもの。クロスタ
ーはै来ܕにもઃ定されていたが、より
機能価஋や༡ͼ৺を重ࢹしている。エア
ーもクロスターもボディパネルはڞ通だ
が、લ後バンパーやグリルなどのデβイ
ンでうまくࠩผ化されている。
　シンプルˍクリーンなフΥルムで、ス
テοプϫΰン・エアーのఋ分的にまとめ
られたエアー。最近流ߦのクロスオーバ

発ిのためで、エンジンは高速走࣌ߦ以
外はۦ動をアシストしない。શ体的に৐
り৺地はྑく、加減速もυライバーのҙ
ਤどおりといった͡ײで、加速࣌のॳ期
ήインもڧくはなく、ブレーキの効き方
も素直だ。
　エンジン車はै来ܕとಉ͡CV5との
૊み合わせだが、かなりચ࿅されており、
ノイズなどはै来ܕよりおさえられてい
る。eɿHEVにൺ΂ればパϫーෆ଍をײ
͡ることもあるが、֗中で使う機会が多
いなら必要े分なレベルにある。
　いずれのモデルもࢹ界がྑく運సしや
すく、インターフェースのࢹ認性やૢ作
性もいい。ద度なサイズのおか͛もあっ
て֗中のڱい道でも走りやすいし、高速
道࿏ではACCの作動もద੾だ。運స経
められる、入໳用ミニקのઙいਓにもݧ
バンとしては最దの̍୆だろう。

（ࣰ原੓໌）

シンプル͔ͭ高品࣭なエアー（্）とSUVテイストでタ
フさを࿈૝さͤるクロスター。クロスターは全෯1725
㎜で̏φンバー仕༷となる

̏～̎。ʑ感と使い勝手の良さをཱ྆したインテリア޿
ྻ໨のࢹքもྀߟされている

RJCカーオブザイヤー
		�ϕεト

ϗンダ	フリード　●ボディサイズ4310×1695×1755（4WDは1780）㎜ ●パワートレーン 1.5ℓ௚ Ψ̐ιリン（87L̬）ɹ モーター（78ʴ90L̬）
●税込価格250万8000円～ 343万7500円

ʮͪΐ͏Ͳ͍͍ʯΛ௥͠ٻɺਖ਼౷ਐԽΛ਱͛ͨίϯύΫτϛχバϯ
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2025年次
RJCインポート・カーオブザイヤー	�	#&45

#:%オʔτδϟύϯʢ#:%�γʔϧʣ ώϣϯσʢΞイオχοΫ�/ʣ

ϏʔɾΤϜɾμϒϦϡʔʢ#.8�9�ʣ ϏʔɾΤϜɾμϒϦϡʔʢ.*/*�Ϋʔύʔʣ

ϘϧϘɾΧʔɾδϟύϯʢ&9��ʣ4UellBOUJTδϟύϯʢϑΟΞοτ����eʣ

スポーツɾアクティビティɾビークルʢ4"7ʣながら、�Ὑ௚ྻؾ�౵#.8
ツインɾパワーɾターボエンジンによる૸りは、্࣭なしっとりとしたେਓ
のงғؾɻ"*ٕज़を׆༻したૢܥ࡞なども஫໨されたɻ

ઌਐٕज़を੝りࠐんだిࣗؾಈंとして、リッチなշద性とリニアでྗڧ
い૸ߦ性能がਓؾをूめるɻ&630�/$"1�̑つ੕औಘというߴい҆શ
性もඋえ、コストパフォーマンスがߴいところも஫໨されたɻ

で૸れる性能、コーナリؾし、サーキットをຊࡌઌ୺テクノロジーを౥࠷
ング性能、೔ৗ࢖いのྑさという։ൃ໨ඪ௨り、ハイパフォーマンス&7と
してのありํ をࣔࠦしたところに஫໨がूまったɻ

.*/*の఻౷をܧঝしつつ、ઌਐ҆શػ能をඋえ、ిࣗؾಈंなどもՃ
わり、շద性にも৽しさをఴえたɻしなやかでྗڧいՃ଎ײ、ӡసして
ָしい、クルマのຊ࣭をײじさせるところがධՁされたɻ

サステナブルなऔり૊みで஌られるボルボがऔり૊んだ#&7ɻリサイクル
素ࡐを಺֎૷に࠾༻し、クリーンでۙະདྷをײじさせる467スタイルに࢓
্げ、௿ॏ৺で҆ఆした૸ߦフィーリングが஫໨されたɻ

フィアットॳ&7モデルの���eの্Ґモデルとしてొ৔ɻѻいやすいサイズ
Ѫくるしい467スタイル、ᔬམたインテリア、どれをとってもフィアット、ײ
らしさがうかがえるਖ਼౷ਐԽをՌたし஫໨されたɻ

インポート・カーオブザイヤー #̒&45Ͱ͸ɺインポーλー֤ࣾͷྗڠͷ΋ͱɺ最ऴબߟձॳొ৔ͷώϣンσɺ#:%
ΛؚΊɺݫਖ਼ʹબ͹Εͨ�୆͕΋ͯ ͗ʹू݁ͨ͠ɻϘϧϘ	&9�0ͷࢼ৐͸͔ͳΘͳ͔ͬͨ ͕ɺ5୆Λର৅ʹࢼ৐νΣο
ク͕ߦΘΕͨɻ

༌ೖं
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れられる流れが作られていた。
　そうして、ͻと໨で、いや、୭がみて
もミニ・クーパーだとわかるデβインは、
さすがBM8のブランυྗを͡ײさせる
ところだが、一方で、名称がミニからミ
ニ・クーパー΁とมわったところにෆࢥ
ٞを͡ײた。そう、੍ڧ的にクーパーを
つけられてしまったことに、だ。ただ、
ミニフΝミリーも、このオリジナルモデ
ル、エースマン、クロスカントリーなど、
ユーβーのライフスタイルに合わせたモ
デル΁をఏҊしており、ミニの基װモデ

　લモデルのొ৔から10年以上を経て、
ミニ・クーパーがフルモデルチェンジを
Ռたした。BM8がミニにܞわるように
なってから4世代໨となるが、先代は్
中のコロナՒもあってか、レギュラーよ
りもロングタームとなっていた。ところ
が、このミニシリーズは、これまでも৽
で異なるデβインにมえてしまうのでܕ
はなく、しっかりとܧঝしている。今回
のスイοチも、先代最ऴモデルはいつし
か最৽モデルに近いإつきを手に入れて
おり、まさに୭しもzすんなりzとडけ入

ルであることをアピールするには、この
くらいのパンチが必要なのかもしれない
ともࢥった。
　৐り込んでみると、メーター系、オー
ディオ、エアコンなどをू໿した直ܘ
240ᶱサイズのԁܗディスプレイ、ૢ作
スイοチ類をྗۃഇしたレイアウト、さ
らにはフΝブリοク地を૊み合わせたイ
ンテリアテクスチϟーなど、デジタル世
代をࢥわせるかのようなඋえに、フルモ
デルチェンジしたことを実ײさせる。こ
のインテリアについては、車両発表લか

.*/* Ϋʔύʔ
༏ल৆࠷

RJC	インポート・
カーオブザイヤー

l.*/*z఻౷のܧঝと
ΰーΧーτɾϥΠドͨ Δ৐りຯ

.*/*	クーパー ●ボディサイズ3DS（5DS）3860 ～ 387ü（4035）×1745 ～1755（1745）×1455 ～1460（1470）㎜ ●パワートレーン1.5ℓ௚3（115LW）�
2.0ℓ௚4（150LW）�55LWަྲྀ同ిظ動ػ（135LW）�65LWަྲྀ同ిظ動ػ（160LW）●税込価格 396万円～ 531万円

M I N I  C O O P E R
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ら、ユーβー向けに発৴されている
:ou5ubeのBM8のチϟンネルで、そ
のັྗをとことん঺հしており、ؤなた
るBM8というイメージはもはや過去の
モデルであるのだな、そんなことを͡ײ
させた。
　パϫーユニοトは、かねてからᷚされ
ていたEV（現在は3υアのみ）の΄か、
ガソリンモデルをラインナοプ。それͧ
れに2タイプの出ྗを用ҙしているので、
合ܭで4つのユニοトを持つことになる。
いずれも、ߕԵつけがたいキϟラクター
をしっかりと੔えており、先代ではone
のM5がઈ対おもしろいと߽ޠしていた
自分も、৽ܕに対しては自୐にॆిઃඋ
が੔っているならばSEかな、と、ミニ・
クーパー΁のଊえ方が大きくมわってい
る。とにかく、ڧ྽なҹ৅を༩えてくれ
るのはEVモデルだ。ͻと言でまとめて
しまえば、ഁ୼を͡ײさせない、バラン
スのྑさだ。しなやかさが加えられてい

た࿏໘トレース性能、շదといわんばか
りの৐り৺地を手に入れていたシϟシー、
どこからでもेೋ分の加速ײがຯわえる
パϫーフィール、その中に、実にྑいײ
͡で表現されているΰーカート・ライυ
たる৐りຯなど、ඒ点だらけ。かつての
モデルは、上ڃグレーυはスϙーティ過
͗てʜʜ、というධ価をしたものだが、
最৽モデルには、それが見౰たらない。
さらにEVモデルではҙਤ的にサウンυ
を͡ײさせるなんてԋ出もࢪされており、
先΄どのインパネಉ༷に、まさにイマυ
キであり、そこにϫクϫクを͡ײる。
　今回の最ऴબ考会では、5υアモデル
にもࢼ৐できる機会を得たが、実用性を
ઃܭしながら、基४となるミニのスタイ
ルを่していない、そのバランスのྑさ
にあらためてࠍれࠍれとした。もちろん、
リアυアは大きくはないし、リアシート
に࠲っても଍Լは広々とはしていない。
しかし、リアυア開ޱ部は৐り込めない

と͡ײさせるようなサイズではないし、
リアシートに࠲っても଍Լがタイト過͗
るといったҹ৅もなかった。Ήしろ、ϗ
イールベースがストレοチされたことも
手఻って、མち着きある৐りຯを手に入
れていた。この3υアか5υアの購入を
考えている方は、υアのຕ਺が増えたこ
とによるརศ性だけではなく、その৐り
ຯを確認してみることを、ͥͻオススメ
したい。　　　　　　　　　（٢ా直ࢤ）

େܕ円ܗディスプレイと操作スイッチྨを極ྗഇしたレイアウトʜ。
フルモデルチェンジしたことを実感さ るͤ

&V（3ドアのみ）とΨιリンモデルにͦ れͧれ2タイプのग़ྗを用ҙ。
5ドアのエンジンは、3ドアΨιリンと同スペック

3ドアは4छྨのパワーユχットをラインφップ͢るが、
ͦの乗りຯはとても໌֬なݸ性が༩ ら͑れている

ホイールベースがストレッチされた5ドアモデルは、མͪணきのある乗りຯを手にೖれていた

.*/* Ϋʔύʔ
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　今年2024年、M*/*はॳのバοテリー
EVモデルのಋ入およͼશモデルのフル
モデル・チェンジをߦい、M*/*にとっ
てస׵期とも言える大ม重要な一年とな
りました。
　このM*/* COOPE3は、クラシοク
Miniからडけܧぐ఻౷のデβインとΰ
ーカート・フィーリングを体現する
M*/*のアイコン・モデルですが、໿10
年Ϳりとなるフルモデル・チェンジでは、
機能性、安શ性、デβイン性、デジタル化
とす΂ての໘で大෯に進化கしました。
　「カリスマ的なシンプルさ」というデ
βイン・コンセプトのもと、内・外装と
もにデβインを一৽。クリーンなサーフ
ェスに一໨でM*/*とわかる఻౷のؙ໨
ライトがҹ৅的なエクステリアは、
M*/*らしいカラフルな৽৭が多਺ಋ入
されました。
　インテリアについても、メーター・パネ

ルやシフト・レバーのഇࢭ、物ཧスイο
チの࡟減など、పఈ的にシンプルさを௥
する一方で、より重要なものにフΥーٻ
カスすることを໨ࢦしました。業界ॳの
大ܕԁܗ有機E-センター・ディスプレ
イやインテリジェント・パーソナル・アシ
スタント（Ի੠アシスタント）、インテリ
アのҹ৅を一มさせるM*/*エクスϖリ
エンス・モーυ等、多਺の৽機能のಋ入
は、シンプルで直ײ的なૢ作が可能とな
り安શ性の向上にもد༩しています。素
材についても、動物性由来のレβーを׬
શに排除。リサイクル素材を積ۃ的に࠾
用し、広々としたラウンジをࢥわせる温
かみのあるࣨ内空間を作り上͛ています。
　さらに、安શ装උも大෯に進化。িಥ
回ආ・ඃ֐軽減ブレーキやレーン・キー
ピング・アシスト、リバース・アシスト
などの運సࢧԉ機能、パーキング・アシ
ストやϖダル౿み間違いٸ発進཈੍機能

といったற車ࢧԉ機能も多਺装උされ、
運సやற車にۤ手ҙ識のある方にも自৴
をもっておקめできるモデルとなってい
ます。
　υライバーが近ͮくとѫࡰするように
点౮するシグニチϟー・ライトなどの
M*/*らしい༡ͼ৺も݈在。M*/*は単
なるҠ動手ஈのクルマではなく、૬๮の
ような存在です。そんなM*/*とともに
฻らすす΂てのお٬༷のຖ日が、よりָ
しく׆気にຬちた
ものになることを
৺よりئっており
ます。

2025年次RJC�イϯϙーτɾカーオブザイヤーબ݁ߟՌ

コンパクトでゴーカートフィーリンάがある
ʮ.I/I COOP&Rʯらしさをܧঝ。ଟ࠼なパワー
ユχットと2छのボディ、ͦれͧれのモデルの
乗りຯは໌֬なキャラクターが༩͑られてい
る。಺֎૷のデザイン͔らも開ൃऀの༡ͼ৺
がう͔が͑ることを評価した。

 ॱҐ 車　໊ インポーター໊ ಘ ఺
1 .I/I クーパー Ϗー・エム・ダブリϡー 119
2 #:D シール #:D "VUP +BQBO 95
3 ώϣンデ アイオχック5/ HZVOEBJ .PCJMJUZ +BQBO 87
4 フィアット 600F SUFMMBOUJTジャパン 79
5 #.W 92 Ϗー・エム・ダブリϡー 77

Ϗー・エム・ダブリϡー株式会社
.I/IディϏジϣン
プロダクト・Ϛーέティンά
プロダクト・Ϛネージャー

ↇౡ	ֆཧ
（;くしま・͑ り）

f rom ."/6'"C56R&R ༏ल৆࠷

त賞ཧ༝

ϛχ Ϋʔύʔ
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のグレーυが用ҙされ、ともに大༰量の
82.56L8Iのバοテリーが౥ࡌされてい
る。一ॆి走ڑߦ離は後ྠۦ動で640ᶳ

（8-5Cモーυ）、࢛ 動で575LN（ಉ）ۦྠ
をマークする。Cd஋0.01でߤଓڑ離が
8ᶳ৳ͼるとされ、Cd஋0.21�はこのߤ
ଓڑ離にも大きくݙߩしている。
　ルーフにはः熱性の高い大ܕのパノラ
ミοクガラスサンルーフがあり、ࣨ内空
間は外؍の見た໨以上にゆったり開์的
だ。シートや内装なども࣭ײが高くײ޷
が持てる。また、ボディとブレーυバοテ
リーを一体化したC5B（Cell to BodZ）
のֵ৽的な技術により、フロアはフラο
トで後部੮のϔουクリアランスや଍ݩ
にもゆとりが͡ײられた。安શ性も高く
E63O /CAP 5つ੕を取得している。
　また、C5Bは走ߦ性能にも大きくݙߩ。
ね͡り߶性が高く、スϙーツ走ߦでも本
ྖを発شしてくれる。ややオーバースピ
ーυ気ຯのコーナリングでも、安定ײの
あるշదなトレースをඳいてくれた。
　リϠに౥ࡌされた230L8のモーター
はとてもパϫフルで、28D༷࢓の0ô100
ᶳ /Iは5.�ඵ。フロントに160L8のモー
ターが加わったA8D༷࢓にࢸっては

　B:DからA55O 3、υルフィンにଓ
く日本΁のಋ入3൪໨のモデルとしてొ
৔したのがe-スϙーツセダンのシールだ。
ӳޠで海༸ᄡೕ類を表すシールのデβイ
ンコンセプトは海༸ඒֶ。広大でԺやか
な海にインスピレーシϣンを得たもので、
流れるようなۂઢと༂動ײのあるスタイ
リングがҹ৅的だ。パοと見た໨はԤभ
的なスϙーティでエレガントなデβイン。
υイツのプレミアムブランυのݩチーフ
デβイナーが手ֻけたとあってࢥわずೲ
得してしまった。
　見た໨のඒしさもさることながらCd
஋はڻ異的な0.21�。リϠに230L8のモ
ーターを౥ࡌした後ྠۦ動モデルと、フ
ロントに160L8ʴリϠに230L8のモー
ターが౥ࡌされた࢛ྠۦ動モデルの2つ

0ô100ᶳ /Iでなんと3.8ඵ� という਺ࣈを
ୟき出してくれるのだ。アクセルを౿み
込んだॠ間に਎体がシートにԡし付けら
れる֮ײ、そして50ɿ50の最దな重量
഑分も૬まってਅのスϙーツ走ߦがָし
めた。
　༌入車ながらӈϋンυルでウインカー
レバーもӈଆにઃܭされ、ॆిは普通ॆ
ిに加え、日本のٸ速ॆి規格でもある
CHAdeMO方ࣜにも対応している。
　価格は後ྠۦ動のモデルが528万ԁ、
動のA8Dが605万ԁとなっていۦྠ࢛
るが、国内において先着1000୆限定で、
28Dが4�5万ԁ、A8Dが572万ԁにて
ൢച。これは、バοテリーをは͡め൒ಋ
体などのిࢠ部඼も自社で開発・生産し
ているB:Dならではのڧみであり、コ
ストパフΥーマンスの高さもັྗ的であ
る。　　　　　　　　　　　（小԰ 勝ࢤ）

ルーフはः೤性の高いେܕパϊラϛックΨラスサンルー
フで෴Θれ、ࣨ಺ۭؒはとても開์的だ。

#:% γʔϧ

༌ೖ車ながらӈϋンドルでウインカーレバーもӈଆ
にઃஔ。また、シートや಺૷なͲも࣭感が高い。

RJCインポート・カーオブザイヤー
			�ϕεト

շదੑͱίετύϑΥʔϚϯεΛۃΊͨe-εϙʔπημϯ
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BYDシール　●ボディサイズ 4800×1875×1460㎜ ●パワートレーン 1モーター 70LW（230LW）�2モーター145LW（390LW）●税込価格 528万円～ 605万円
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ࣔされる）には、478L8（650PS）/770/N
という圧౗的な਺஋をߜり出し、そのパ
フΥーマンスは0-100ᶳ /I加速3.5ඵ（ブ
ースト࣌は3.4ඵ）、最高速度は260ᶳ /I
に達する。
　5/のັྗは単७に速いだけでなく、
コοクピοトで༷々なઃ定がࢼせること。
例えば、̡ /eシフトʳモータートルクを
して、マニュアルのシフトチェンジޚ੍
をシミュレート。̡ /ドリフトオϓティ
Ϛイβーʳલ後ྠۦ動ൺ率と車両੍ޚを
最ద化し、υリフト走ߦがスムーズにߦ
える。̡ /όッテリーϓϨコンディショ
ニンά 「rDrag」モーυと「5racL」モ
ーυのそれͧれで、走ߦスタイルに応͡
て最దなバοテリー温度にઃ定する。̡/
アクティブα΢ンド＋ʳイグニοシϣン、
エボリューシϣン、スーパーソニοクの
3छ類の「Ի」がબ୒できるʜ等々、て
んこ੝りだ。
　実際、କϲӜサーキοトで਺周しても
パフΥーマンスがམちることはなかった
し、ശࠜターンパイクを何度ԟ෮しても
最大性能を発شしଓけることができた。
ώϣンデによると、ニュルブルクリンク
北コースを1ラοプ7分୆で2周すること

　ؖ国ώϣンデの「/」モデルといえば、
BM8の「M」やメルセデスの「AM(」、
V8の「3」にඖఢする高性能ブランυ
であることをҙຯしている。/は開発ڌ
点があるؖ国「ナムϠン」と、走ߦテス
トの෣୆となったಠ「ニュルブルクリン
ク」の಄จࣈにちなんでいて、83Cの
トοプカテΰリーにࢀઓしてトϤタとࣁ
༤を૪うラリーカー「i20 / ラリー 1」
にも/のจࣈが༩えられている。そんな
/ブランυから今年ॳめてొ৔したBEV
が「アイオニοク5/」。ベースモデルは
5υアクロスオーバーのアイオニοク5だ。
　開発໨ඪは、「コーナリング性能」、「サ
ーキοトを本気で走れる性能」、「日常も
υライビングを༇しΉ」の3つで、日本
のエンスージアストたちにも、৽たな「ϋ
イパフΥーマンスEV」としてのあり方
やબ୒ࢶとして認識してもらいたい、と
ώϣンデはҙ気込んでいる。
　࢛ྠをۦ動するి動パϫートレーンは、
175L8/303L8を発生するલ後2モータ
ーで、システム総合で448L8（60�PS）/
740/N、10ඵ間だけ発شできるブース
ト࣌（ステアリングӈ上の੺い/(Bス
イοチでى動。10、�、8と࢒りඵ਺が表

が可能とのことだ。
　一方、普ஈの走ߦでは5ਓ৐りの広い
ࣨ内や480ℓのラήοジ、561LNのߤଓ
離を生かして、あらゆる使い方にもしڑ
っかりと対応できる車ͮくりがߦわれて
いる。6݄にߦわれた発表会の੮上で、
᪅源঵ 社長（ώϣンデ モビリティ ジϟ
パン）が、「ライバルは今のところない
と考えています」と自৴たっ΀りに౴え
ただけある࢓上がり۩合だ。

（ੴ原 জʗϖンネーム・原アキラ）

ώϣンσ ΞイΦχοΫ�/

ӈ্の੺が/άリンブースト（άリンはχϠリ͢るとい
うҙ）、্ࠨがドライブモード、Լଆࠨӈが/ボタン

フルスέール300ᶳ �Iのスピードϝーター。ターンパ
イクをܹしく߈めてもバッテリーԹ౓はͦれ΄Ͳ্が
らない

RJCインポート・カーオブザイヤー
			�ϕεト
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ヒョンデ	アイオニック5/　●ボディサイズ 4715×1940×1625㎜ ●パワートレーン  ަ ྲྀ同ిظ動2 ػモーター（448LW） ●税込価格858万円
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イブは、3モーυあり、スϙーツでは׆
発になるが、΄とんどノーマルのままで
ෆ自由はない。ECOは、加速がಷく、
エアコン機能も低Լするようだ。またパ
ϫーෆ଍な͡ײになり、ついアクセルを
౿み଍してしまうから、それではECO
になるのかな である。/O3Mで走れば、
ి஑で重いEVなのに、༧૝外に軽い଍
取りだ。が、৐りຯはフィアοトではॳ
めてという͡ײだった。
　どちらかというとプジϣーっΆい。も
っともeCMPと呼ͿプラοトフΥームを
。用とฉけばೲ得するだろうڞ
　CMP＝CoNNon Modular PlatforNɿ
合ཧ化とコストダウンを໨ඪにステラン
ティスグループが開発した、PHEVや
EV用プラοトフΥームで、プジϣー・
シトロエン・DSオートモビルズ・オϖル・
ボクスϗールなどがڞ用する。
　eCMPはEV用で、現在50L8લ後の
-iOి஑౥ࡌをඪ४とするようだ。気に
なるຬॆి࣌のߤଓڑ離は、8-5C＝
4�5LNで、実用が400LNなら、े分ຬ
଍できるڑ離だとࢥう。チϟデモ対応は、
もちろんだ。
　500eから600eに進化して、2υアが4

　フィアοトॳのEVは、500e＝チンク
エチェントイー。その後発の上Ґモデル
がセイチェントイー＝600eだ。500と
600では、࢟が༷มわりした。৐用車か
らS6V΁は、࣌અฑとうͥんの進化だ
ったとࢥう。
　しかし、レシプロ࣌代からの、いかに
もフィアοトらしい特徴は૬มわらずで、
フィアοトフΝンには、たまらないこと
だろう。
　そしてフィアοトらしさは、インテリ
アにも。600のロΰ入りシートはフィο
ト࠲、ײり৺地もྑく、長࣌間࠲ってい
られそうだ。
　EVらしくシフトレバーがなく、P・3・
/・Dをボタンでૢ作する。Dをೋ度ԡ
しすると回生ブレーキがڧくなるが、も
っと効いてもྑいのではと͡ײた。υラ

υアになり、一回り大きくなったから、
。性が向上したॅډ
　༷มわりの࢟は、S6Vの流ߦに対応
しているが、フィアοトならではの、可
Ѫらしいإが、૬มわらずなのが、خし
かった。見た໨は大きく見えるが、༌入
車஥間では小ฑだから、日本の道࿏環境
では、使いやすいサイズだとࢥう。
　レシプロ࣌代のチンクエチェントの஀
生は88ᶘલだが、ઓ後ొ৔のセイチ
ェントは大ώοト作となり、1�60年代
ローマにߦったら、ストレοチܕのタク
シーが、୔ࢁ走りまわっていた。EVの
500eは、ੲのώοト作セイチェントの࢟
を࿈૝する2υアで、600eでは、S6V࢟
に成長するが、ͻと回り大きくなったか
ら使い勝手が、すこͿる上ঢしている。
　日本の道࿏گ׆で使いやすい600eは、
フィアοトフΝンにはخしいొ৔だった
とࢥう。　　　　　　　　　（車԰࢛࿡）

ϑΟΞοト���FRJCインポート・カーオブザイヤー
			�ϕεト
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フィアット600e　●ボディサイズ 4200×1780×1595㎜ ●パワートレイン ަ ྲྀ同ిظ動ػ（62LW） ●税込価格 585万円

4ドアになりボディがҰճりେきくなった600F。日本の
ಓ路ࣄ৘にジャストフィット͢ るサイズ感だ。

コクピットには&Vらしくシフトレバーがなく、P・R・
/・Dをボタンで操作͢る。
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ら6年が経過して、第ೋ世代となった。
ボディサイズが「ずいͿんと大きくなっ
たな」というのが第一ҹ৅だ。ࢼ৐した
BM8 92 xDriWe 20iは、શ長4555ᶱ、
શ෯1845ᶱ、શ高1575ᶱ、ϗイールベー
ス26�0ᶱ。ॳ代とൺֱするとશ長180ᶱ、
શ෯20ᶱ、શ高40ᶱ、ϗイールベース
20ᶱ、それͧれサイズアοプしている。
車両重量も50Lg増え、1670Lgとなった。
　౰然パϫーもڧ化されており、最高出
ྗ150L8/5000rpN、最 大 ト ル ク
300/N/1450-4500rpNを発شする2ℓ直
ྻ̐気౵BM8ツインパϫー・ターボ・
ガソリン・エンジンを౥ࡌする。
　モビリティリκートもて͗の特ઃコー
スでは、高いアイ・ϙイントによる安৺
があり、SAVでありながら、BM8のײ
スローガンである「ۦけൈけるتͼ」を
たっ΀りとຯわえた。ただ、Ϡンチϟな
のॳ代から、大ਓの走りに進化して͡ײ
いる。࿏໘からのಥき上͛もそれ΄どな
く、ద度な৐り৺地にຯ付けされていた。
タイϠは225/4531�から245/4531�΁と
20ᶱϫイυ化され、ϋイパϫー向けの
ピレリのP ZE3O装着も、৐りຯにݙߩ
しているのだろう。ॳ代にあったガツン

　֗中で3ナンバーの普通৐用車をよく
見かける。ガソリン車で総排気量が2ℓ
以Լであっても、શ長が4700ᶱ、શ෯が
1700ᶱ、શ高が2000ᶱを超えれば3ナン
バーとなる。ॅډ性や安શ性のために、
5ナンバーの小ܕ৐用車をベースとして
શ෯を֦大した3ナンバーの普通৐用車
が増えている。自動車੫はボディサイズ
にؔ܎なく、総排気量によってܾまるの
で、3ナンバーになっても੫ෛ担が増え
ることはない。
　BM8には93、95など8モデルの9シ
リーズがあるが、S6Vとは呼ばず「S6V
と໌確な一ઢをըしている」として、
BM8では、オンローυ走ߦ性能を高め
たスϙーツ・アクティビティ・ビークル

（SAV）と称している。
　BM8 92は、2018年のॳ代モデルか

と効くブレーキもӨを潜め、׈らかでし
っかりとした੍動ྗも確認できた。
　インテリアは、ガラリとมわった。ॳ
代はスピーυ・タコメーター、エアコン、
カーナビ、オーディオなどがಠ立して഑
置され、アナログなダイϠルを手で回し
ௐ੔した。それらは、ॿ手੮手લまでの
大きなカーブυ・ディスプレイにू໿さ
れ、iDriWeコントローラーをഇࢭするな
ど、ユーβー・インターフェースがデジ
タル化されている。
　ૢ作は、ॳ代モデルでもԻ੠でࣔࢦが
できたが、A*技術を׆用し、さらに進化
したインテリジェント・パーソナル・ア
シスタント機能をඋえた。「O,、BM8」
や「92」と呼ͼかけ、自然な会࿩に近
い言༿でυライバーのࣔࢦや࣭問をཧ解
し、機能やサービスをߦってくれる。ॳ
代モデルから6年間、技術の進าにִ世
のײを͡ېえない。　　　　（ౖ୩জ久）

#.8 9�

スピード・タコϝーターやエアコン、カーφϏʜは、େ
きなカーブド・ディスプレイにू໿

RJCインポート・カーオブザイヤー
			�ϕεト
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B.8	X2　●ボディサイズ 4555×1845×1575㎜ ●パワートレーン 2.0ℓ௚4ターボ（150LW）●税込価格 628万円

ॳ୅モデルとの2シϣット。6年ؒで、技術はେ෯にਐ
าした



_ 19 _

本のコンパクトカーฒみの4.2Nあまり、
શ高も機ցࣜ立体ற車৔に対応可能な
1.55Nと、౎会で৐りまわすのにも最ద
なサイズだ。৐り࢝めこそશ෯が少し気
になるものの、ࢹ界がྑいので׳れてし
まえば問題ない。
　パϫートレーンは、最高出ྗ200L8
と最大トルク343/Nを発生するి気モ
ーターで後ྠをۦ動し、8-5Cモーυ
くらいなߦ離は560ᶳ。1ധの小ཱྀڑଓߤ
ら৔ॴにもよるが、్中でॆిせずとも
。けるくらいだߦ
　内外装にはリサイクル素材も多用し、
ૢ作系はタοチパネルにू中させ、スピ
ーカーはダοシュボーυ上にまとめ、パ
ϫーウインυウのスイοチはセンターコ
ンソールにඋえて、υアからスピーカー
やスイοチをഇすることでコーυ類をল
略し、コストを࡟減しながら収ೲスϖー
スを増やしている。
　キーフΥブを持ってクルマに近ͮけば
ロοクが解除され、シートベルトをకめ
てA5セレクターをDに入れ、アクセル
ϖダルを౿めば走り出す。ఀ車したらP
に入れ、クルマから߱りて離れれば、シ
ステムはO''になりυアはロοクされ

　2030年までにൢചする車両の�0 ～
100％をBEV（バοテリーి気自動車）、
もしくはPHEV（プラグインϋイブリο
υి気自動車）にすることを໨ࢦしてい
るボルボ。プレミアムࢢ৔においてి動
化のリーダーを໨ࢦすために世΁ૹり出
したのが、このコンパクトS6VのBEV

「E930」だ。
　「コンパクトS6V」とᨳってはいるが、
そのスタイリングはアウトυアテイスト
やϔビーデューティなイメージを͡ײさ
せず、Ήしろ「എの高いϫΰン」といっ
たҹ৅だ。໌るめのボディカラーをઃ定
していることもあって、シティコミュー
ターといった΄うが似合うかもしれない。
実際、ঁ性からのਓ気も高いという。
　શ෯こそ1.8Nを超えるが、શ長は日

る。これには׳れるまで少し違࿨ײがあ
るものの、近ະ来のクルマは、「みなこ
うなっていくのだろう」と、ࢥわずには
いられない。
　走りそのものは、ଞのBEVと大きく
มわることはない。低重৺のBEVらし
い安定した走ߦフィーリングはロングυ
ライブでもർれにくいし、それなりに車
両重量はあるものの、モーターならでは
の低速Ҭ（とくに発進࣌）からの加速は
े分。しかも੩かで高速ツーリングもշ
దだ。
　燃料価格高ಅが収रしないࡢ今、ラン
ニングコストを考えると、インフラさえ
問題なければBEV΁の৐り׵えを考え
ているਓは少なくない。このE930は、
બ୒ࢶとしてબばれる可能性が高い1୆
であることは、間違いなさそうだ�

（ࣰ原 ੓໌）

ϘϧϘ &9��RJCインポート・カーオブザイヤー
			�ϕεト
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ボルボEX30　●ボディサイズ 4235×1835×1550㎜ ●パワートレーン Ӭ久࣓ੴ同ిظ動ػ（75LW） ●税込価格 559万円

リサイクルૉ材をଟ用した಺֎૷と、操作ܥをタッチパ
ネルにूதさͤさͤたインパネまΘり。スッキリしている

ドア͔らスピーカーやスイッチをഇしたことで、コー
ドྨをল略しコストをݮ࡟さͤたҰํで、ऩೲスペ
ースを૿やしている
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本車などのリチウムイオンి஑では、ਖ਼
にコバルト、マンガン、ニοέルを用ۃ
いており、「ݩࡾ系」と呼ばれる。この
素はいずれもレアメタルである。そݩࡾ
れに対し、リンとమは入手しやすく、価
格໘で༏Ґ性がある。
　-'Pはなにより安定性に༏れている。
リチウムイオンి஑は熱๫走しやすいऑ
点があり、ఝࢗしݧࢼの動ըを見ると、
系のバοテリーではॠ࣌にԌが上がݩࡾ
る。しかし-'Pではそうならない。-'P
は発火のݥة性が低いだけでなく、耐久
性も高く、長期使用での性能低Լがしに
くいという。

　クルマとしてのB:Dシールは、走り
のlຯzのख़成がもう一า、などの੠もฉ
かれる。そのいっΆうで、クルマに౥ࡌ
された技術は、طに世界トοプレベルと
いってよさそうにࢥえる。とくにEVと
してなら、なおさらである。
　-'Pバοテリーは、日本でط発ചの
A55O3、υルフィンにも౥ࡌされてお
り、いっΆうC5Bボディߏ造は、最৽
のシールでॳ࠾用された。
　「-'P」とはリン酸మリチウムイオン
の略称で、ਖ਼ۃにリン酸మを用いる。日

　-'Pの安定性が高いのは、ి஑の݁থ
造が安定しているからで、͝く簡単にߏ
言うと、リン・酸素・మの化合物のߏ造
体の中に、リチウムイオン達がϫンルー
ムマンシϣンのように収まり、部԰の中
にリチウムイオンが安ॅしている。これ
をオリビンܕという。それに対し、ݩࡾ
系は૚ঢ়ؠԘܕといい、ミルフィーユの
ようなߏ造体の間に、リチウムイオン達
の૚がはさまっている。ٸ速ॆిなどで
大ෛՙがかかると૚の間からリチウムイ
オンが大量にൈけてしまい、ഁଛなどす

L F P  B l a d e  B a t t e r y  a n d  C e l l  T o  B o d y  s t r u c t u r e

RJC	テクノロジー
オブザイヤー -'1ϒϨʔυバοςϦʔͱ$5#ϘσΟߏ଄

γʔϧ

༏ल৆࠷
#:%

&7ઃܭのཁとなΔి ஑とं ମͰɺ
ੈքをϦード Δٕ͢ज़
೤҆ఆੑ͕1ి'-͍ߴ஑ γϟγʔʹి஑Λ௚઀౥ࡌ

L F P  B l a d e  B a t t e r y  a n d  C e l l  T o  B o d y  s t r u c t u r eL F P  B l a d e  B a t t e r y  a n d  C e l l  T o  B o d y  s t r u c t u r e

-FPのブレードバッテリー。長さ1Nఔ౓の൘ঢ়に੒ܕされ、
ີにฒ΂られる。ブレードとは౛のこと

C5#ボディߏ଄のF-QMBUGPSN 3.0。
੨い部෼がブレードバッテリーで、લ2ޙஈにີにฒ΂られている
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リサイクルしにくいともいわれる。
　シールのブレーυバοテリーのセルは
A55O3もυルフィンもಉ͡もので、た
とえばA55O3は122本で、シールは172
本౥ࡌ。セルの౥ࡌは、C5Bのシール
だけはલ後方向の向きで、લ後2ஈ૊み
になっている。

　-'Pはి஑最大手CA5-も実用化し、 
C5B的 な 技 術 に も 対 応 し て い る。
CA5-とB:Dの こ れ ら ి ஑ 技 術 は、
B:Dの最大のライバルであるテスラに
も供給されているといわれる。ちなみに
テスラではセルtoシϟシーと呼Ϳらしい。
　自動車用ి஑1、2ҐのCA5-とB:Dで、
世界シェアは൒分を超え、この両社が手
がけるために中国ࢢ৔では今や-'Pが
主流になっているという。日本でも-'P

は実用化されているが、自動車では࠾用
されていない。ただトϤタは中国でB:D
と合หして立ち上͛たB5E5（B:D 
5O:O5A EV 5ECH/O-O(: CO.
 
-5D.）で、EVのbZ3にB:Dの-'P技術
を࠾用。日本国内でも今後、ಋ入༧定と
なっている。B:Dはશ固体ి஑も開発
しているが、શ固体は౰ॳは高価格にな
るともいわれるので、今後౰໘は-'Pが
主流になるのかもしれない。
　バοテリーは*CE車のパϫーユニοト
に૬౰し、シϟシーは車体の最重要部で
ある。-'PブレーυバοテリーとC5Bは、
その両方にؔわる。C5B技術は車体ଆ
とి஑ଆで、密に࿈ܞが必要といわれる。
EVの普ٴがこの先どうかということは
あるにしても、この両方を自ら手がける
ことのアυバンテージは大きい。

（෢ా ོ）

ると酸素์出がىこり、発火してしまう。
そうでなくとも、݁থߏ造がঃ々に่յ
してి解液の७度が低まり、ి஑性能が
ྼ化する。
　安定しているかわりに、-'Pはエネル
ギー密度がݩࡾ系よりも低い。そこでそ
のऑ点をิうように、B:Dではブレー
υバοテリーと称するセルを開発した。
長さ1N程度の薄い൘ঢ়にセルを成ܗし、
これを密にฒ΂ることで、車࣌ࡌのエネ
ルギー密度を高めている。密にฒ΂られ
るのは、熱安定性が高いからである。
　౥࣌ࡌの「密度」をさらに高めるのが、
C5Bボディߏ造である。C5BはCell 5o 
BodZの略で、バοテリーセルを直઀シ
ϟシーに౥ࡌする。通常は複਺のセルを
まずモジュール化し、そのモジュールを
パοクに෧入したうえで、シϟシーに౥
する。モジュール化をল略したセルtoࡌ
パοク方ࣜも先進的だが、C5Bはさら
に進んでセルを直઀シϟシーにฒ΂るの
で、スϖース効率、エネルギー密度が高
まる。
　চԼ౥ࡌのి஑ユニοトが薄くなるか
ら、ࣨ内高がՔ͛る。またセルがิڧ材
の໾もなし、シϟシーの߶性も高まる。
メンバーでิڧしている΄か、セルとシ
ϟシーをڧ固に઀着剤で固定している。
ただ課題としては、そのためにC5Bは

"55O3とドルフィンのC5Pํ式とൺ΂、シールのC5#ํ式では、バッテリートップカ
バーがボディフロアとҰ体Խし、フロアを௿くできる

バッテリー搭載ํ式のਐԽ。ࠨはҰൠ的な&Vのもので、バッテリーを
モジϡールԽしたものをパックԽして車体に搭載。தԝはモジϡールԽ
をল略したηル・トΡ・パック式。ӈがパックもল略したηル・トΡ・
ボディ式

#:% -'1ϒϨʔυόοςϦʔͱ$5#ϘσΟߏ଄

ϥイバϧϝʔΧʔʹ΋ٕज़Λڅڙ

2023年のジャパンモϏリ
ティシϣーでలࣔされた
C5#シャシー。੨く͑ݟ
るのがෑき٧められたブ
レードバッテリー

C5#プラットフΥ
ームでは、ブレー
ドバッテリーがシ
ャシーのڧ౓材の
໾もして、িܸ෼
を高め、ボデྗࢄ
ィ߶性ڧԽにݙߩ
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　この度、B:D SEA-が「-'Pブレー
υバοテリー」と「C5B技術」のֵ৽
により、日本自動車研究ऀジϟーナリス
ト会ٞ（3JC）から「3JCテクノロジー
オブβイϠー」をड৆しました。この名
༪ある৆をいただき、大ม光ӫにࢥうと
ともに、ਂくँײਃし上͛ます。このड
৆は、৽エネルギー車のະ来を੾り୓く
B:Dの技術ֵ৽が高くධ価された݁Ռ
とडけࢭめています。
　B:D SEA-の特徴である「-'Pブレ
ーυバοテリー」は、業界最高水४の安
શ性能を実現し、ফ費ऀに安৺ײをఏ供
します。また、「C5B技術」によってバ
οテリーと車体を一体化するઃܭを࠾用
し、車体߶性と重৺バランスを最ద化す
ることで、安શ性と運స性能を大෯に向
上させました。これらの技術ֵ৽により、
SEA-は৽エネルギー車の基४を࡮৽し、

より多くのফ費ऀにి動車のັྗをಧけ
ています。
　さらにSEA-は、そのચ࿅されたデβ
インと高性能により、国内外で෯広いࢧ
持を得ています。スϙーティさとະ来ײ
を༥合した外؍は、流ઢܕのボディやӅ
しࣜυアϋンυル、パノラマガラスルー
フなど、先進的なデβイン要素をඋえて
います。インテリアも、スマートૢ作シ
ステムやフローティングコンソールを中
৺に、ະ来ࢤ向のշదな空間をఏ供して
います。これにより、特にएい世代を中
৺に、多くのফ費ऀに「ະ来の車」とし
てのັྗを͡ײていただいています。
　このたͼのड৆に際し、3JCબ考ҕһ
のօ༷の͝ධ価に、৺よりँײਃし上͛
ますとともに、B:Dをબんでくださる
す΂てのお٬༷にもਂくྱޚਃし上͛ま
す。このӫ༪は、B:Dチームશһだけ

でなく、৽エネルギー車の普ٴにਚྗす
るશての業界ؔऀ܎とڞ有するものと考
えています。
　B:Dは今後も技術ֵ৽をਪ進し、よ
り高性能で安৺、安શなҠ動手ஈをఏ供
しଓけてまいります。持ଓ可能なະ来を
໨ࢦし、օ༷の生׆をより๛かにするた
めの௅ઓをଓけていくॴ存です。今回の
ड৆をྭみに、さらなる進化を਱͛てま
いります。

#:D自動車工ఔڀݚӃ෭Ӄ長
#:Dւ༸ڀݚӃӃ長 

ཱུ	௕ٱ

༏ल৆f࠷ rom ."/6'"C56R&R
#:% -'1ϒϨʔυόοςϦʔͱ$5#ϘσΟߏ଄

2025年次RJC�ςΫϊϩδーオブザイヤーબ݁ߟՌ

-FPブレードバッテリーは、҆価なリンࢎమ
をਖ਼極材ྉとし、リチウムイオンి஑にͭき
もののൃՐのڪれを௿ݮ。これを൘ঢ়に੒ܕ
してີにฒ΂、さらにC5#ํ式でͦのηルを
௚઀ボディに搭載͢ることで、搭載࣌のエネ
ルΪーີ౓、スペースޮ཰を্޲。&Vの性能
。したことを評価したݙߩに্޲

 ॱҐ 技　術　໊ 搭載車छ໊ ಘ ఺
1 -FPブレードバッテリーとC5#ボディߏ଄ #:D シール 116
2 エンジンܕ&12; スズキ スイフト 105
3 ホンダηンシンά360 ホンダ アコード 77
4 ࣍ੈ୅Ϛルチॆిシステム ώϣンデ アイオχック5 ʗアイオχック5/ 72
5 / F-SIJGU � / "DUJWF SPVOE� ώϣンデ アイオχック5/ 63

त賞ཧ༝
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ナメント方ࣜが࠾用されている。アトキ
ンソンサイクルは、吸気バルブ஗閉͡に
よるが、最大60度の進֯ʗ஗֯が可能と
いう。排気ଆでも40度の進֯ʗ஗֯が可
能で、エンジンのෛՙ৚݅に合わせた੍
ޚわれる。なお੍ࢥがなされているとޚ
機ߏには、油圧ࣜが࠾用されている。
　圧縮ൺは13.0と高められ、ノοキング
が課題となるが、高速燃焼技術とクール
υE(3の積ۃಋ入により燃焼温度を低
減し、加速࣌などノοキングのىきやす
い৚݅では、ి動ウΥーターϙンプによ
りエンジン回స਺にґ存しない流量੍ޚ
もߦなわれる。
　排ガスড়化技術については、シリンダ
ーϔου内でϙートを合流させ、シリン
ダーϔου近くに触媒を഑置し、さらに
触媒担体の気孔率を大きくし熱༰量をԼ
͛ることでもライトオフタイミングが短
縮され、排ガス性能が向上している。そ
れによりۚوଐやレアアースメタルの使
用量も࡟減したという。Ԥभ༷࢓では
(P'（ガソリンパーティキュレートフ
ィルター）が࠾用されているが、今後༧
૝されるよりݫしい排ガス規੍にも対応
させるとのことである。
　今後は、天然ガスやカーボンニュート

　Z12Eܕは、ै来の4気౵エンジンにൺ
΂て、出ྗとトルクは67L8から60L8、
118/Nから108/Nに低Լしているが、
低速Ҭからの高トルクと、広ൣғでの高
い熱効率が得られている。౥ࡌされる৽
、くスムーズな加速ྗとڧスイフトのྗܕ
高い燃費性能を実現している。
　高効率化には、1）軽量化やピストン
の低フリクシϣン化などै来技術のさら
なる進化ともに、2）吸気ϙートや燃焼
ঢ়のチューニングによる高速燃焼技ܗࣨ
術、これらの両ऀが取り入れられている。
今後はこの高効率エンジンの技術を、軽
から小ܕ車のエンジンに水ฏ展開してゆ
くとのこと。

　高速燃焼により、積ۃE(3ಋ入とア
トキンソンサイクルྖҬ֦大が可能とな
り、安定燃焼とϙンプロス大෯低減が実
現している。さらに単気౵400ccとした
ことで、燃焼ࣨ表໘積ʗ༰積ൺ（S/V）
が小さくでき、ྫྷ٫ଛࣦも低減される。
　E(3ಋ入については、֤気౵のばら
つき低減とレスϙンス向上のため、トー

ラル燃料にも対応させるとのことで、
BEVをは͡め多༷化したબ୒ࢶのなか
で、৽ڵ国もؚめたカーボンニュートラ
ル社会に向け有効な技術である。多༷性
と、ブランυよりも価஋؍の合う঎඼を
めるZ世代をターήοトにされるとのٻ
ことで、スズキらしい、よりٻめやすく、
手軽に৐れる঎඼の今後の展開が期଴さ
れる。　　　　　　　　　　（酒Ҫ ޹೭）
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動࢝࠶エンジン。ݮ用しコスト௿࠾ഉ気バルブは༉ѹ式VV5をٵ
のためதؒロックによりٵ気バルブタイϛンάをਐ֯しクランキン
ά࣌のѹॖѹྗ௿Լを๷いで҆ఆした࢝動を可能にしている（ը ɿ૾
スズキఏڙ）

&(RΨ ス の ಋ
ೖܦ路にはトー
φϝント式を࠾
用。Ԡ౴性と、
֤気筒のΨスྔ
഑෼を্޲さͤ
た（ը૾ɿスズ
キఏڙ）

バルブシートのബ೑ԽとポートݩޱのػցՃ工によっ
て開ޱを֦େ。ྲྀれのيಓを௚ઢԽさͤ、೩মࣨの
凹凸も極ྗഉআ。ѹॖ工ఔޙ൒でڧいタンブルྲྀが
ੜ੒され、高଎೩মを実ݱ（ը૾ɿスズキఏڙ）

高い೤ޮ཰のྖ域が֦େされ、த௿଎のトルクも૿
େしている（ը૾ɿスズキఏڙ）

バルブڬみ֯とバルブリフトྔを࠷దԽし、ٵ気ポー
トやピストンף面ܗঢ়を作りこΜでタンブルྲྀをҡ࣋
し、高଎೩মにͭな͛た。インジェクターレイアウ
トも࠷దԽしている
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とڞに、ަ通ނࣄを回ආする方向
でのブレーキやϋンυル等による
ૢ作のࢧԉもߦう。લ方、見通し
の悪いલଆ方からの઀近、ࠨӈ後
ଆ方からの઀近、ӈ࣌ંࠨの直લ
ԣஅのาऀߦや自స車といった周
ลのަ通ঢ়گは、一ॠ後にはม化
し、ᷮかな一点஫ࢹの間にނࣄに
。がることもあるܨ

　これまでのϗンダセンシングの運సࢧ
ԉ機能に加えて、「ϗンダセンシング・
エリート」で実現した自動運సレベル̏
の技術の஌見やノウϋウを׆かし、ै来
の機能を大෯に進化させるとڞに、「લ
方ަࠩ車両ܯใ」、「車ઢม࣌ߋিಥ཈੍
機能」、「車ઢมࢧߋԉ機能」が৽たに௥
加されている。৽たに௥加された機能は、
஫ҙਂいベテランυライバーである΄ど、
の存在を༧ଌして対ॲする৔໘であݥة
り、υライバーの໨では確認できない部
分をิ׬してくれることは、積ۃ的なར
用にܨがってྑい機能である。
　システムとしての進化はカメラの広֯
化や、֤センサーから得られた৘ใの౷
合の一ஈの高度化により、システムによ

　ϗンダを代表するセダンとなったアコ
ーυの11代໨に౥ࡌされた「໨とࣖ」が、
一ஈと進化し、པりがいのあるコ・υラ
イバー、周ลを஫ҙਂく見ுり、ద੾な
ॿ言と運సࢧԉをする存在となってきた。
いかに༏れたセンシング技術による৘ใ
であっても、υライバーが得られた৘ใ
をྫྷ੩にडけ取り、ਖ਼しく൑அすること
ができなければແいのとಉ͡ࣄである。
「ϗンダセンシング 360」は、センシン
グ 360の名લがࣔすとおり、車両周ғ360
度をセンシングし、ަ通ނࣄにܨがる可
能性のあるݥةҼࢠ৘ใをυライバーに
ఏ供するとಉ࣌に、必要に応͡てブレー
キやϋンυルૢ作をࢧԉし、ަ通ނࣄを
回ආし、またはඃ֐を軽減し、運సෛՙ
の軽減をਤるシステム。
　ಉ装置のセンシングシステムとしては、
フロントガラス内のਖ਼໘を向いたセンサ
ーカメラと車両ਖ਼໘と車両の4۱に഑置
された合̑ܭ୆のミリ೾レーダー、さら
に12୆のソナーセンサーからなる。車両
周ล360度のԕڑ離、近ڑ離、֤方向の
等からの֯ࢮい、υライバーのߦ஌をݕ
ަ通ނࣄの可能性৘ใをద੾にఏ供する

る認஌・༧ଌ・൑அから、最దなબ୒ࢶ
となるアクセル、ブレーキ、ステアリン
グの高度な੍ޚをߦい、スムーズで安શ
な運సૢ作、走ߦをࢧԉする。
　30年にわたるASVの安શ運సࢧԉの
఩ֶや技術の進าがडけܧがれており、
自動車アセスメントの༧๷安શの৽たな
。にも対応していくはずだݧࢼ
「ϗンダセンシング 360」のఏ供する৘
ใをར用するといったडけ਎の֮ײとڞ
に、৔合によってはυライバー自਎がಉ
システムを積ۃ的に׆用し、車両周ลの
ঢ়گを、自分の໨とࣖのԆ長として、ڞ
に確認する࢟੎もあってもྑいとࢥう。
システムには限界があるとはいうものの、
ಉ༷に限界のあるਓ間υライバーをิॿ、
。ԉしてくれるཔりになる存在であるࢧ

　　　　　　　　　（小ྛ ӳ世）

ΑΓ҆શʹɺҧ࿨ײͳ͘ਐԽͨ҆͠શٕज़

�୆ͷϨʔμʔͳͲͰ���౓Λࢹ؂

車ઢมࢧߋԉػ能。ウィンカー操作ޙ、システムがステアリンά操作を
ԉ͢るࢧ

車ઢม࣌ߋি突཈制ػ能。車ઢมߋの操作࣌、ޙଓ車と઀৮のݥة
があるときステアリンά操作ࢧԉでதࢭをଅ͢

カϝラ1ݸとレーダー のιφーηンݸ6֤ޙで360౓をηンシンά。この΄͔車体લݸ5
サーでର৅෺ݕ஌を行う

લํަࠩ車྆ܯใ。ަࠩ఺でަࠩ車྆とのি突ݥةをݕ஌し
てドライバーに͢ࠂܯる

Ϩϕϧ�ͷٕज़΋͔͢׆

Ξίʔυ
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用したことが大きな特徴だ。これまで࠾
の開発の流れから400Vシステムを౥ࡌ
したBEVが多いなか、E-(MPは大༰量
のٸ速ॆిによるॆి࣌間の短縮を可能
とする。Ԥ米でઃ置が࢝まった350L8
でॆిした৔合、18分以ث速ॆిٸのڃ
内に80�までॆిすることが可能であり、
フルॆి࣌に500ᶳを超える走ߦが可能
であることを考えると、つまり80�ॆి
で400ᶳ程度を走ߦできることとなる。
5分のٸ速ॆిだけで໿100ᶳ走ߦする
ことができる。

　ただし現ঢ়では、大多਺のٸ速ॆిイ
ンフラは400VシステムのBEVに対応し
た50 ～ 150L8ڃのٸ速ॆిثが΄とん
どである。このため、800Vシステムの
BEVでも400Vシステムのॆిインフラ
΁の対応が必要となる。
　E-(MPの次世代マルチॆిシステム
は、800Vシステムのॆి機能をඪ४装
උとし、400V/800Vのマルチॆిをঢ
圧コンバーターなしで実現した世界ॳの
特ڐ技術だ。後ྠۦ動用のモーターとマ
ルチインバーターを׆用してঢ圧機能を
実現。高ి圧ジϟンクシϣンボοクスに

　日本では2022年5݄、アイオニοク5
が発ചされた。࠾用された৽しいプラο
トフΥームは、ώϣンデ自動車グループ
のి気自動車（BEV）ઐ用プラοトフ
Υ ー ム で、Electric-(lobal Modular 
PlatforN（E-(MP）と呼ばれる。ಉグ
ループの次世代BEVラインアοプの中
֩をなす技術であり、世界に向けて2020
年12݄にެ開されている。
　E-(MPは、800Vシステムをいちૣく

഑置した;たつのスイοチを開閉するこ
とで回࿏を੾り替え、モーターとマルチ
インバーターをঢ圧コンバーターのよう
に作動させることを可能とした。この回
࿏の੾り替えにより、400Vシステムの
からのి気を、車両の高ి圧ث速ॆిٸ
バοテリーにॆిできるのだ。400Vॆ
ిのために௥加した部඼は、スイοチ、
入ྗキϟパシター、インダクターなど͝
くわずかである。ঢ圧コンバーターをෆ
要とするマルチॆిシステムは、ॆిシ
ステムの重量減とコスト࡟減にもݙߩが
大きく、アイオニοク 5のコストパフΥ
ーマンスを高めている。
　ちなみに800V対応の次世代マルチॆ
ిシステムは、日本ではその後アイオニ
οク5/にも࠾用されている。
　次世代マルチॆిシステムは、大༰量
のٸ速ॆిに対して、BEVଆの४උが
੔ったことをࣔす技術である。そして、
BEVのߋなる普֦ٴ大のためには、ॆ
ి࣌間の短縮が最༏先の課題であること
にٙ問を持つものはいないだろう。
BEVの΄うが先ߦして大༰量ٸ速ॆి
΁の対応を進めている。国内外の大༰量
ॆిインフラの普ٴ・֦大にも期଴した
いところだ。　　　　　　　　（দӜ ݡ）
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&-(.PプラットフΥーム。έーブルはॆి͔ޱら、リアモーター �インバーターユχット付ۙを௨り、ICCUをհしてバッテリー΁
ͭながる

&-(.Pのリアモーター �
インバーターのユχット

400Vॆి࣌は、&-(.Pのリアモーター �インバー
ターユχットをঢѹコンバーターとして׆用͢る。
800Vॆిではͦ れを使Θͣバッテリーに௚行͢る

ΞイオχοΫ�ʗ
ΞイオχοΫ�/

ঢѹίϯバʔλʔͳ Ͱ͠Ϛϧνॆి
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ターが྘৭に光って最దなม速タイミン
グを஌らせるし、中ԝの「AWailable 
(ear *ndicator」にはม速が可能な車速
なのかを表ࣔする。そしてレουκーン
まで回すと、リミοターに౰たってフュ
ーエルカοトしたような಄ଧちײが఻わ
ってくるだけでなくインジέーターが੺
く光り、「ピピーン」というԻを൐って
シフトアοプをଅす、というܳのࡉかさ
を発ش。まさに「ギアシフト」そのもの
の֮ײがຯわえる。ちなみにそれ以上の
技術的ৄࡉについては、「国家機密」（広
ใさんはそういう言༿をお使いになった）
にଐする৘ใなので、本国から఻わって
きていない、とのことだ。

　さらに/ e-SIiftの走りをิってくれ
るのが「ActiWe Soundʴ」で、走ߦサ
ウンυを車内̔つのBOSE製スピーカー
と、車外のボンネοトԼとリアバンパー
内にઃ置した̎つのスピーカーで再生す
るというもの。Ի৭は、ώϣンデの2ℓ
ターボエンジンからサンプリングした

「*gnition」、/のコンセプトカー 3/22e
や、/2025 ViTionグランツーリスモな
ど の ή ー ム サ ウ ン υ を 表 現 し た

　ి気自動車は、どれに৐っても੩かで
スムーズで速くて、言ってしまえばどれ
もಉ͡ҹ৅になりがちである。そこにؕ
らずさらに運సをָしΉために、ώϣン
デの高性能モデルを生み出している「/」
がૹり出した「ώϣンデ アイオニοク
5/」が౥ࡌしたのが、「/ e-SIift」と

「ActiWe Sound」という̎つの技術だ。
　EVながらモーターのトルクを੍ޚし
て8速DC5のม速フィーリングを再現
し、加減速に応͡て̏つのサウンυを発
生してエモーシϣナルな走りをৢ成する。

　まず「/ e-SIift」は、モーターのトル
ク੍ޚをߦうことで、実際には固定ギア
であるにもかかわらず、8速デュアルク
ラοチトランスミοシϣンを౥ࡌしたレ
ースカーのような੾れຯあるม速ײを実
現したというもの。これをࢼすために、
まずはステアリングの/ボタンをԡして

「/ e-SIift」O/のঢ়ଶにする。すると؟
લには大きなタコメーターが表ࣔされ、
レουラインが6
750rpNから7
750rpN
΁とม化。パυルでシフトアοプしなが
ら加速すると、例えば2
400rpN ～ 5
700
rpNあたりだと周りのシフトインジέー

「EWolution」、ジェοト機のૢॎ੮やԻ
速を超えた࣌のソニοクブームのような
効ՌԻ（ϙンοというԻらしい）を発生す
る「SuperTonic」の̏つ。「/ e-SIift」作
動࣌にはサウンυは自動で࿈動する。
　ి気自動車でサウンυを発生するもの
はこれまでも਺多く存在していたが、特
に5/が持つ高性能な走りと、「*gnition」
が発生するエンジンԻの࿈ܞはผ格。特
にコーナー進入࣌にシフトダウンすると、
リアから「パパパーンο」という߽շな
バοクフΝイϠԻがฉこえてきて、もう
΄っ΃たが؇Ή。まるでちΐっとલの
BM8「M」モデルやメルセデス「AM(」
モデルを走らせているような気分になり、
υライバーは「その気」になるはずだ。
　一方の低速Ҭ（Ԥभ、ؖ国、日本では
25LN/I以Լ、北米では35LN/I以Լ）
では、૽Ի規੍を९कするҙຯもあって
外部スピーカーはະ作動になる、という
こちらもܳのࡉかさを発شするのだ。

（ੴ原 জʗϖンネーム・原アキラ）
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ΞイオχοΫ�/

スピーカーは車಺に8ݸ、車֎のલޙに1ͭͣݸઃஔされている

ド֤ライブモードでの、
lม଎zとサウンドにؔ
͢るઃఆをࣔ͢ද

ϝーターදࣔ。SIJGU IOEJDBUPSは྘や੺でシフトタイϛンάを஌
ら るͤ。R&D ;O/&は/ NPEFではl6750SQNz͔ らl7750SQNz
΁とҾき্͛られる

ステアリンά্の/ボタンで/ F-SIJGUが
オンになる。ͦの΄͔モードબ୒ボタン、
パドルなͲが૷උされる

lม଎z࣌には、Ճݮ଎࣌ともモータートルクを
มԽさͤて、DC5のフィーリンάをݱ࠶している

%$5Λͨ͠ݱ࠶/�e-4IJfU

/�e-4IJfUͱ࿈ಈͨ͠"DUJWe�4PuOEʴ
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している。これはલ方をଞのクルマがࡌ
ෆҙにԣ੾った৔合、自動ブレーキシス
テムで車両を減速、ఀࢭさせ、িಥの回
ආや軽減をサϙートするものだ。

　িಥ࣌に車内のਓをकるパοシブセー
フティもボルボが常に重ࢹしている課題
である。そこでE930はセーフティέー
ジ、A、B、Cの֤ピラー、ルーフをڧ
化している。また、EVであるからバο
テリーの安શ性には特に஫ҙが෷われて
いる。シϟシーとセーフティέージは
༷々なܗঢ়の高ுྗ߯൘が使われており、
িಥ࣌のিܸを効率的に૬ࡴするように
している。また、運స੮の内ଆにはフΝ
ーサイυエアバοグを装උし、ଆ໘িಥ
࣌の಄部やڳ部のই֐を軽減するようਤ
られている。
　さらにE930は৽しい先進のυライバ
ーアラートシステムがඪ४装උされてい
る。これはυライバーがステアリングを
握っているかどうかのݕ஌に加え、ステ
アリングϗイールの後ろにઃ置されたڧ
ྗなアルΰリズムで作動する特ผなセン
サーが、1ඵ間に13回、໨やإの動きを
஌する。これにより、υライバー自਎ݕ

は気付かないෆ஫ҙや຾気などのあらゆ
るトラブルを೺握することができる。
　これらのために、E930は多くのセン
サーを装උしている（ࣸਅࢀর）。

（൧௩তࡾ）

　ボルボがࡾ点ࣜシートベルトを考Ҋし、
その特ڐをແঈެ開したことはよく஌ら
れている。ボルボは安શ分໺では常にリ
ーダーシοプを発شしてきた。小ܕ
S6VのEVとして今ొق৔したE930は
特に֗中での安શ性をレベルアοプして
いる。それはަ通量の多い౎ࢢ環境の中
で、৐һとともにาऀߦ、自స車、2ྠ
車など周りのਓ々の安શをकるものだ。
　特に໨৽しいのが「υア・オープニン
グ・アラート」である。道࿏わきにఀ車
した車両のυアがෆ用ҙに開けられ、通
過しようとした自స車をרき込んでしま
うࣄはよくあるࣄ例で、自స車ނࣄの5
分の̍にもٴͿという。ӳ国の例だがຖ
年ฏ60ۉਓがクルマのυアとのিಥに
よってࢮ๢または重ইをෛっている、と
のใࠂがある。このようなނࣄを減らす
ために、E930ではυア・オープニング・
アラートを౥ࡌし、自స車やଞのަ通ར
用ऀが通過しようとしている࣌にυアを
開けようとすると、ө૾とԻ੠でࠂܯし
てくれるようになっている。
　E930はަࠩ点でのނࣄを回ආするた
めの৽機能「ަࠩ点自動ブレーキ」も౥

ϘϧϘ
ʮυΞɾオʔϓχϯάɾΞϥʔτʯΛ͸͡ Ί֗ࢢ஍ରԠの҆શٕज़RJCテクノロジーオブザイヤー
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&930に搭載された਺ʑのηンサーྨ。લ部⁞長ڑ཭用レーダー×1ʗ フロントカ
ϝラ×1ʗ֯޿⁠フロントパーキンάカϝラ×1ʗ⁡サイドレーダー×2 ʗ⁢௒Ի೾
パーキンάηンサー×4　ଆ部⁣ドアϛラー಺ଂカϝラ×1（྆サイド）ʗ⁤௒Ի೾η
ンサー×2（྆サイド）　ޙ部⁥サイドレーダー×2 ʗ⁦֯޿リアパーキンάカϝラ×1
ʗ⤒௒Ի೾パーキンάηンサー×4 ʗ車಺⤓ドライバーモχタリンάʗ⤔乗һηンシ
ンά

ドア・オープχンά・アラートの作動ྫ。ಓ路Θき
にఀ車してドアを開 よ͚うとしたとき、自転車の௨ա
を͢ࠂܯる

&9��

&930のカϝラは、フロントとリアの΄͔に、サイドϛラーにも಺ଂされている

ύογϒηʔϑςΟͷͨΊͷं಺ڥ؀
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ҙঊ性や耐久性の確保が೉しい。このト
リムは、ѥຑのリネンや、日本ະಋ入だ
が、デニム再生素材のものもある。
੮の表ൽはフΝブリοクで、リサイ࠲　
クルϙリエステル70�をؚΉウール混๰
素材の΄か、「ノルディコシート」とボ
ルボが呼Ϳ、パインオイル原料のバイオ
素材とリサイクル素材を૊み合わせたも
のなどがある。࠲੮の表ൽは、耐久性は
もちろんだがҙঊ性や触ײも重要である。

　υア内ଆパネルからは、スピーカーと
パϫーウィンυウスイοチをഇし、഑ઢ
の使用量を࡟減している。લऀはダοシ
ュボーυ上部にԣ෯いっͺいの長さの

「サウンυバー」としてまとめ、後ऀは
センターコンソールに഑置。E930では
こういった「ू໿化」で、ল資源化、ল
スϖース化を௥ٻしている。
　内装素材のサステナブル化は、イメー
ジ的なૌٻもあるが、車体શ体で「サス
テナブル素材」の使用率を増やす取り૊
みの一環となっている。E930ではアル
ミの໿25�、スチールの໿17�、プラス
チοクの໿17�がリサイクル素材となっ
ている。ۚଐはਫ਼製でCO�を多く排出す

　ボルボは近年、北Ԥらしいナチュラル
でモダンな内装デβインで特徴を出して
いたが、BEVઐ用モデルE930の内装は、
より৽しさを͡ײさせる。シンプルなデ
βイン、今までにないҙঊのトリムなど
が໨立つ。重要なのはサステナビリティ
を௥ٻした素材・ઃܭであることである。
　内装で「エコ」を௥ٻしたクルマとし
ては、BM8 i3などはE930の先ਓとも
いえる取り૊みだった。日本は動ྗのল
エネ化には積ۃ的でも、この໘には社会
的ؔ৺が低かったためか今までややফۃ
的で、トϤタ・サイなどは例外的な存在
だったが、ҙঊ性が;つうでཧ解されに
くかったのか、あとがଓいていない。そ
の点、ボルボは積ۃ的である。
　E930の内装で特徴的なのは、ダοシ
ュボーυとυアのトリムで、建ங資材の
テラκー（ਓ造大ཧੴ）のような「݁থ」
ཻが混ͥ込まれたパネルとなっている。
リサイクルथࢷであり、「݁থ」のཻは
とはࢷのथݩ。の৭ݩのࢷしたथࡅഁ
PVC製の૭࿮やローラーシϟοターだ
という。ృ装工程はCO�発生や環境Ԛછ
につながるので、なる΂くলきたいが、

るので、リサイクル素材の重要性が高い。
　ボルボは車両1୆あたりの、ライフサ
イクルでのCO�排出量を2025年までに、
2018年ൺで40࡟�減と໨ඪを定めた。そ
の内༁は、走࣌ߦ排出量で50�、製造、
ൢച、原材料ௐ達、サプライチェーンか
らの排出量で25࡟�減。E930はこの໘
で最も進んだ取り૊みとなっている。
　CO࡟�減というとి動化ばかり஫໨さ
れるが車体製造でもվֵが必要で、ボル
ボはその課題にਅ伨に取り૊んでいる。

　　　　　　　　　（෢ా ོ）

ϘϧϘ

ϦαイΫϧ素ࡐͱαεςφϒϧͳ಺૷素ࡐRJCテクノロジーオブザイヤー
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&9��

&930の಺૷。ダッシ
ϡボードपғ͔らドア
্部に͔͚ての੨い
部෼が、Ϛーブル໛༷
のリサイクルૉ材。ダ
ッシϡ্部が෯いっͺ
いのʮサウンドバーʯ

ドアにはスイッチやス
ピーカーがない。্
部がϚーブル໛༷ૉ
材。ドアऔっ手はア
ルϛリサイクル材

ドア部෼のトリム。
これはѥຑのリネン。
日本仕༷では̎छྨ
の಺૷がબ΂る

Ϛーブル໛༷のテラゾ
ー（人଄େཧੴ）෩
仕্͛のトリム。破ࡅ
したリサイクルथࢷの
ཻがݟ る͑

シートදൽも̎छあり、ウールࠞ๰材の΄͔、
ドットฑのものがある

ϦαイΫϧ素ࡐͱバイオ素ࡐͷ಺૷

ंମશମͰϦαイΫϧ素ࡐΛ࠾༻
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ディサイズをz特徴zとしているが、いつ
しかその生産をタイ΁とҠし、現在では
グローバルで׆༂をՌ
たすモデルとなってい
る。
　今回は、̍世代Ϳり
に国内でも発ചされる
こととなったが、クロ
カンをѪしてやまない
自分のスタンスからோ
めても、オフローυ走

　৐用車系でड৆モデルをܾ定している
3JCが、঎用車という࿮ながら特ผな৆
をଃることになったࡾඛ自動車のトライ
トン。その࢓上がりのྑさはもちろんだ
が、アウトυアライフ΁とつながるスタ
イルのఏҊなどが、高くධ価されड৆と
なった。このトライトン、かつては日本
でも׆༂していた̍トン積みピοクアο
プトラοクで、以લはストラーダとして
ൢചされていたモデル。世代を経る͝と
に、国内では大きす͗るとධ価されるボ

ഁ性を高めながら、৐用車的な৐りຯを
合わせもっており、イマυキなクルマだ

ඛ トライトンࡾ
RJCカーオブザイヤー

特別賞

いオフロード૸ഁ性とߴ
ҧ࿨ײのない৐༻ंతな৐りຯを࣮ݱ

三菱	トϥイトン ●ボディサイズ 5320 ～ 5360×1865 ～1930×1795 ～1815㎜ ●パワートレーン 2.4ℓツインターボディーゼルエンジン(DOHC16バルブ・
4気筒 コモンレール式DI-D インタークーラー付ターボチャージャー）●税込み価格 498万800円～ 540万1000円

M I T S U B I S H I  T R I T O N

ಛผ৆

2×4材を使って仕切ることができるカーゴスペースは使い勝手がいい
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とଊえていた。これまでのピοクアοプ
トラοクはボディサイズ、特にશ長があ
ることからリアタイϠがかなり後方にあ
ることをҙ識したϋンυリング、オンセ
ンターがᐆດなステアリングフィール、
そして、空ՙではリアセクシϣンが࿏໘
からの大きな入ྗ࣌には௓ねてしまうな
ど、日常性・շద性を٘ਜ਼とした໘をも
っていた。つまりは、実用性が༏先され
た作りとなっていた。
　ところが、この世代からは、ラダーフ
レームから一৽したことをきっかけに、
୭が৐っても違࿨ײなく৐れるようなフ
ィーリングが作り込まれていた。たとえ
ば、ϋンυリングはి動パϫーステアリ
ングを࠾用することでෆ੔地などでの࿏
໘からのキοクバοクを大きく減らし、
ᐆດでもڐされてきたオンセンターをし

っかりと定め、そのサϙート߶性をҾき
上͛るなどし、݁Ռとして、ギアൺのク
イοク化をՌたし、ϗイールベースのあ
るモデルながらυライバーのҙのままに
がっていくという性能を手に入れていۂ
る。৐り৺地は、特に空ՙで走ることが
多い国内のニーズに対応できるよう、リ
アのリーフスプリングを̏ຕとしながら
ダンパー༰量を増やすことで、しなやか、
かつ、շదなフィーリングをఏ供。もちろ
ん、大きな入ྗがあれば、それなりにリ
アタイϠはυタバタを見せるが、実用性
をޠれるピοクアοプトラοクとしては、
考えられない΄どに༏लとなっている。
　そして、パϫーユニοトにはトライト
ン最高ๆとなる2.4ℓツインターボディ
ーゼルエンジンを౥ࡌ。શҬでトルクフ
ルであり、特に低回సからのѻいやすさ

はઈົといえるフィーリングを֫得して
いる。といっても、ۃ太トルクをここͧ
とばかりに見せつけるセοティングとし
ておらず、׈らかに、さらにしなやかに
速度を上͛ていく、ゆとりを表現してお
り、そこには৺地ྑさが広がっている。
　もちろん、オフローυ走ഁ性もピカイ
チ。パジェロでഓってきた'3モーυ付
きフルタイム̬̙̐により、日常で̬̐
̙のԸܙに༬かることができる上に、ෆ
੔地ではセンターデフロοクをߦい、࣌
にローレンジを૊み合わせることで、タ
イϠは外れんばかりの動きを見せ、ϋー
υなシーンも走りൈけてしまう。さらに
は、スタοクして動けなくなった際に最
後の要としてリアデフロοクが用ҙされ
ており、૝૾以上にϋーυな走ߦ性をඋ
えている。

ホリゾンタルアクシスという水平基調をデザインしたインパネ 2.4ℓツインターボディーゼルエンジンを搭載し、全域でトルクフルな走り

FRモード付フルタイム4WDにより、日常でもオフロードでも高い走行性能を可能としている

ඛࡾ  トライトン
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　この度は、ࡾඛ自動車ʰトライトンʱ
を「3JCカーオブβイϠー」特ผ৆にબ
出くださり、੣にありがとう͟͝います。
このような名༪ある৆をड৆できたこと
は、اը・開発・生産にܞわったメンバ
ーはもとより、ൢച会社、サプライϠー、
そしてす΂ての社һにとっても大きなྭ
みとなります。社һ一ಉ、৺よりྱޚਃ
し上͛ます。
ʰトライトン はɦ、1�78年に発ചされた

ʰフΥルテʱをルーツとする1トンピοク
アοプトラοクで、以来45年間で5世代
にわたり໿570万୆を生産、世界໿150カ
国でൢചしてきたࡾඛ自動車の世界ઓ略
車です。今回、「PoXer for AdWenture」
という঎඼コンセプトのもとで開発を進
め、内外装デβインからシϟシー、ラダ
ーフレーム、エンジンなどを一৽し、
2023年7݄より生産工৔のあるタイでൢ
ചを開࢝。世界໿100か国΁の౤入をॱ
次進めており、日本΁は2024年2݄にಋ
入しました。マリンスϙーツやウィンタ
ースϙーツ、キϟンプといったアウトυ
アアクティビティでの可能性を広͛て、
お٬༷の๯ݥ৺にお応えする、ࡾඛ自動
車らしさを৅徴するモデルのͻとつです。
　先代ʰトライトンʱは国内ࢢ৔΁の౤

入が׎わずにいましたが、お٬༷からの
ニーズの高まりをडけて、今回12年Ϳり
にϗームマーέοトである日本ࢢ৔でൢ
ചすることができました。঎用車のイメ
ージがڧいピοクアοプトラοクですが、
なラリーでഓってきたࠅඛ自動車が過ࡾ
技術による༏れた悪࿏走ഁ性とޚ੍ྠ࢛
շద性はもちろんのこと、デβイン、৐
り৺地、安શ装උなどを݉ねඋえること
で、多くのお٬༷にlS6VとしてzѪ用い
ただけるようになりました。今回の特ผ
৆では、その点をධ価いただけたことを
大ม光ӫにࢥいます。
　このड৆でさらに多くの方々にʰトラ
イトンʱを஌っていただくことができれ
ば޾いです。ࡾඛ自動車はこれからも、
օ༷の๯ݥを後ԡしする、安શ・安৺・
շదなクルマを造
りଓけてまいりま
す。

ピックアップトラックでありながら、SUV的な用途で、キャンプやさまざまなアウトド
アスポーツを楽しむアクティブなユーザー層に好評。悪路走破性や走りの楽しさといっ
た三菱自動車らしさ、パジェロで培った四輪制御技術や信頼性・耐久性を評価した。

三菱自動車工業株式会社
商品戦略本部
CPS（チーフ・プロダクト・
スペシャリスト）

f rom ."/6'"C56R&R

त賞ཧ༝

൘֞	๜ढ़
（いたがき・くにとし）

　走りばかりに触れてきたが、΄かにも、
̎ʷ̐材を使って࢓੾ることができるカ
ーΰスϖース、ࡾඛ自動車のϗリκンタ
ルアクシスという水ฏ基ௐをデβインし
たインパネ、体のԼ൒਎をしっかりとࢧ
えഎ中でサϙートするシートなど、機能
性がしっかりとデβインされていること
などトピοクはॻききれない΄どに多い。
そして、何よりもこのトライトンの開発
にはあの増Ԭ ࢯߒがܞわっているのだ。
͝存஌ない方も、ダカールラリーで総合
̎࿈೼をՌたし、現在では৽ܕ車の開発、
後ഐテストυライバーの育成、さらには、
アジアクロスカントリーラリーにおいて
チームࡾඛラリーアート総؂ಜを຿めて
いるとฉけば、このオールマイティさに
ೲ得できるはずだ。

（٢ా直ࢤ）

μΧʔϧϥϦʔ�࿈೼ΛՌͨͨ͠
૿Ԭࢯߒ�ͷϊ΢ϋ΢͕ࠐΊΒΕ͍ͯΔ

オフロード試乗会では運転操作性の良さや走破性の
高さを実感（三菱自動車より）

長年イベントで開催されている4WD登坂キット同乗
体験（20万人突破!）でもトライトンは人気だ

凸凹のある路面をウネウネと走るトライトン。悪路走
破性は極めて高い

ಛผ৆ ඛࡾ  トライトン



_ 32 _

ྺ୅त賞ंRJCカーオブザイヤー TincF	���2

TincF ���2

���2年次͔Β࢝·ͬ ͨRJCカーオブザイヤーɻࠓ年Ͱ��年Λܴ͑ͨɻ͜Ε·Ͱʹत賞ͨ͠ं྆͸ͦ ͷ
࣌୅Λ൓өͨ͠΋ͷͱ͠ ͯɺͦ ͷίンηϓトɺٕ ज़͕͠ͷ͹ΕΔɻ࣌୅͕ਐΈٕज़͕ਐԽ Δ͢ݱ୅ʹ͋ͬ
ͯɺカーオブザイヤーͷ໾ׂ͸ܾͯ͠ ऴΘͬͯ ͍ͳ͍ɻ�00年ʹҰ౓ͷେมֵظͱ͍ΘΕɺిಈԽ΍
ӡసࢧԉγεテϜͳͲͷීٴͰクϧϚͷ Γ͋ํ͕มΘΓͭ ͭ͋Δ͜ࠓ ɺͦݦজ͸ΑΓҙٛਂ͍ɻ

���年次 ���त৆ं
���2年 Ϛπμ�R9��
����年 ೔࢈�Ϛーν
����年 εζΩ�ϫΰϯR
���5年 ϗϯμ�オσοηイ
����年 τϤλ�Ϋϥ΢ϯ／ϚδΣελ
����年 Ϛπμ�σϛオ
����年 τϤλ�ϓϦ΢ε
����年 εόϧ�ϨΨγΟɹ
2000年 ೔࢈�ηυϦοΫ／άϩϦΞ
200�年 ϗϯμ�γϏοΫ／ϑΣϦオ
2002年 ϗϯμ�ϑΟοτ
200�年 Ϛπμ�Ξςϯザ
200�年 Ϛπμ�R9��
2005年 ೔࢈�ϑーΨ
200�年 εζΩ�εイϑτ
200�年 ඛ�JʢΞイʣࡾ
200�年 Ϛπμ�σϛオ
200�年 εζΩ�ϫΰϯR／εςΟϯάϨー
20�0年 ϗϯμ�イϯαイτ
20��年 εζΩ�εイϑτ
20�2年 ೔࢈�Ϧーϑ
20��年 ೔࢈�ϊーτ
20��年 Ϛπμ�Ξςϯザ
20�5年 εζΩ�ϋεϥー
20��年 εζΩ�Ξϧτ／Ξϧτϥύϯ
20��年 ೔࢈�ηϨφ
20��年 εζΩ�εイϑτ
20��年 ඛΤΫϦϓε�Ϋϩεࡾ
2020年 ೔࢈σイζ／ࡾඛF,ϫΰϯ
202�年 τϤλ�ヤϦε／ヤϦεΫϩε
2022年 ೔࢈ϊーτ／ϊーτ�オーϥ
202�年 ೔࢈αΫϥ／ࡾඛ�F,Ϋϩε&7
202�年 ೔࢈�ηϨφ
2025年 εζΩ�εイϑτ

���年次 ���त৆ं
���2年 #.8��γϦーζ
����年 ϘϧϘ��50
����年 αーブ��00
���5年 オϖϧ�オϝΨ
����年 ϝϧησεɾϕϯπ�&Ϋϥε
����年 78�ϙϩ
����年 ̫̬�ύαーτ
����年 #.8��γϦーζɹ
2000年 ϓδϣー�20�
200�年 78�ϙϩ
2002年 Ξ΢σΟ�"�
200�年 γτϩΤϯ�C�
200�年 Ξ΢σΟ�"�
2005年 Ξ΢σΟ�"�
200�年 γτϩΤϯ�C�
200�年 ϝϧησεɾϕϯπ�&�20C%*
200�年 ϓδϣー�20�
200�年 Ξ΢σΟ�"�
20�0年 Ξ΢σΟ�25
20��年 78�ϙϩ
20�2年 ϘϧϘ�4�0／7�0
20��年 #.8��γϦーζ�ˍ�78�VQ�
20��年 ϘϧϘ�7�0
20�5年 ϝϧησεɾϕϯπ�CΫϥε
20��年 .*/*�ΫϥブϚϯ
20��年 ϘϧϘ�9C�0
20��年 ϘϧϘ7�0／7�0�CR044�C06/5R:
20��年 #.8�92
2020年 #.8��γϦーζ
202�年 #.8�2γϦーζ�άϥϯΫーϖ
2022年 #.8��γϦーζ
202�年 #.8�2γϦーζ�ΞΫςΟブπΞϥー
202�年 #.8�9�γϦーζ
2025年 .*/*�Ϋーύー

ं࢈ࠃ ༌ೖंDomestic cars Imported cars



_ 33 _

日本自動車研究者 δϟʔφϦετ会議ʢ3+$ʣ

青池　　武	 モータージャーナリスト
青木　英夫	 （車屋四六）ライター
飯塚　昭三	 自動車技術キュレーター・ライター
怒谷　彰久	 自動車ジャーナリスト
石原　　彰	 ライター・フォトグラファー
大賀　敏昭	 フリーランス
緒方　昌子	 フリーランスライター
北岡　哲子	 日本文理大学工学部特任教授
小林　謙一	 三樹書房取締役社長／

グランプリ出版代表取締役会長
小林　英世	 株式会社交文社代表取締役社長
小堀　和則	 フリーエディター
小屋　勝志	 株式会社カーアンドレジャーニュース社

代表取締役社長
酒井　孝之	 合同会社TAK（ティエイケイ）CEO
佐久間　健	 フォトグラファー
佐々木純也	 モータースポーツフォトグラファー
篠原　政明	 フリーランスライター＆エディター
杉原　行里	 デザイナー株式会社RDS代表取締役
武田　　隆	 フリーランスライター

田村　大祐	 株式会社ユーストカープロギア代表取締役
永長　隆房	 自動車ジャーナリスト
富田　純明	 旅行作家
馴松　忠之	 株式会社ＲＫ通信社取締役出版部長
福田　俊之	 ジャーナリスト
松浦　　賢	 一般財団法人日本自動車研究所主任研究員
丸茂　喜高	 日本大学生産工学部機械工学科教授
水島　　仁	 4×4MAGAZINE／

カースクリーン合同会社代表
山岡　丈夫	 自動車ジャーナリスト／整備業コンサルタント
山根　　節	 ビジネスブレークスルー大学大学院経営学研究科

教授、慶応義塾大学名誉教授
結城多香子	 交通評論家
吉田　直志	 フリーライター

会　友　────────────────────────
小早川隆治	 モータージャーナリスト
當摩　節夫	 自動車研究家
正岡　貞雄	 出版プロデューサー／エディター
遠藤　　徹	 自動車ジャーナリスト

˔202�年౓�ձһϦετ

２０２４年度組織図
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　社会的な脱炭素の要請から自動車の
EV化が進められたが、過度なEV化傾向
は見直されてきた。それでもEV化は大
きなムーブメントとして今後も進んでい
くだろう。その一方で内燃エンジン車で
も燃料次第で脱炭素は可能であることが
認識され、脱炭素燃料によるエンジンも
研究・開発されている。その燃料として
考えられるのがバイオ燃料、水素、
e-fuel（合成燃料）の3つである。

　バイオはバイオマスを略したものだが、
動植物から生み出された生物資源の総称
で、これから作った燃料を通称バイオ燃
料という。代表的なのはエタノールで、
お酒にも使われるいわゆるエチルアルコ
ールである。似たものにメタノール（メ
チルアルコール）があり燃料として使用
可能であるが、毒性があるので現在は使
われていない。ちなみにインディー 500
レースで有名なインディーカーシリーズ
は、かつてメタノール燃料であったが現
在はエタノール100％燃料になっている。
　ところで、実際にはバイオエタノール
の燃焼でCO2は排出される。しかし、こ
のCO2は短ければ1年以内、長くても
100年も経っていない最近の大気中から
吸収されたものであり、地球環境の異な
った何千万年とか何億年の太古のCO2を
現在の地球環境に排出するのとは違い、
カーボンニュートラル燃料とされている。
　すでにエタノールはブラジルなどでは
燃料として普通に使われている。原材料
はサトウキビである。米国ではトウモロ
コシを原料としているが、いずれも食料
との競合の問題がある。そこで、木材、
わら、もみ殻といったセルロース系の原
料による第2世代バイオエタノールの開
発が進められている。ただ、セルロース
は簡単に分解できないので、生産工程は
複雑になり、コストも高くなる。
　最近は藻類による第3世代のバイオエ
タノールの研究も進められている。藻類
は繁殖が速く生産効率が非常に高いのが
特徴だが、それでも大量生産となると広
大な敷地と太陽光が必要になり、ガソリ

ンのような大量供給は望めない。したが
って内燃エンジンの主流の燃料になるま
でにはならないであろう。ただ、先進国で
はある程度のエタノールをガソリンに混
入することを規定しているところもある。
その分CO2を減らせるとの考えである。
　エタノールの発熱量はガソリンより小
さく、燃費はその分悪くなるが、一酸化
炭素（CO）や黒鉛の排出は少ない。硫
黄酸化物（SOx）の排出も少ないので触
媒にやさしい。オクタン価が高くセタン
価が低いので火花点火エンジン向きの燃
料である。しかし、バイオエタノールで
もその原料と製法により、圧縮着火のデ
ィーゼルエンジン向けの燃料も作れる。
ユーグレナ社が「サステオ」と名付けた
バイオディーゼル燃料を使って、マツダ
は「MAZDA 3 Bio concept」をスーパ
ー耐久レースで走らせている。

　そもそも燃焼というのは水素と酸素が
化合することである（例外もある）。大
抵の燃料、ガソリン、軽油、天然ガス等
も水素と炭素の化合物であり、その中の
水素が空気中の酸素と出会って化合・燃
焼する。単体の水素は常温では気体であ
り、貯蔵や運搬するには圧縮が必要で、
通常35MPとか70MPといった高圧に圧
縮される。液化すると体積は1/800と小
さくなるが、そのためには-253℃という
超低温を保たねばならない。
　水素燃料の特徴は着火限界が4.5 ～ 75
％と非常に広いこと。濃いめでも薄めで
も燃焼するわけである。空気過剰率λで
いうと、λ＝10 ～ 0.1と超希薄燃焼も可
能である。水素の燃焼速度は非常に速く、
ガソリンの6倍以上の速さを持つ。ただ
し発熱量はガソリンの31.1MJ/ℓに対し
8.52MJ/ℓとかなり低い。また水素は材
料をもろくする水素脆化があるので、バ
ルブ周り、ピストンリング等々、その対
応が必要になる。
　それでも水素はすでに購入可能になっ
ており、すぐに燃料として使える。その
ため自動車メーカー、バイクメーカー、
建機・農機のメーカーなどエンジンを製

造していメーカーは現在どこも水素エン
ジンを研究開発している。基本的には火
花点火であり、ガソリンエンジンをベー
スとするのが普通だ。

　e-fuelはいわゆる合成燃料で、大気中
から回収したCO2と再生可能エネルギー
由来のH2から合成した液体燃料である。
やはり燃焼でCO2は排出されるが、現代
の大気から取り込んだCO2を戻すだけだ
から、カーボンフリーとカウントされる。
　e-fuelの特長は、液体燃料なのでエネ
ルギー密度が高いこと、使い勝手がよい
こと、長期保存も可能なことなどがある。
欠点はまだコストが高いことで、いかに
安く製造できるかが課題である。水素の
価格が大きな割合を占めるので、水素価
格がe-fuelの価格のカギを握っていると
も言える。なお、e-fuelには火花点火用

（ガソリン代替）と圧縮着火用（軽油代替）
の両方がある。
　e-fuelに使うCO2は大気中から回収し
たCO2でなければならないが、そのため
にはそれを得る装置が必要になる。大気
からを回収することをDAC（Direct 
Air Capture）というが、この技術の確
立がe-fuelには必須である。DACは固体
の吸着剤や液体の吸着剤でCO2を吸着・
吸収させるもので、その後加熱などによ
り分離・回収する。日本でも潜水艦や宇
宙船などの閉鎖空間における、呼気の
CO2除去のために研究開発されてきた。
川崎重工業は多孔体にアミンを担持した
固体吸収剤を用いて低エネルギーでCO2

を回収するシステムを実現している。し
かし、大規模なDAC開発はまだこれか
らだ。
　回収したCO2の多くはCCS（Carbon 
dioxide Capture and Storage）により
地中に貯留・固定化するが、一部は
e-fuelの製造に使用したり、植物の生育
増進に使用したりもできる。CCSについ
ては北海道の苫小牧沖で30万トンのCO2

の圧入を達成しており、実績もできてい
る。国家プロジェクトにもなっており、
今後さらに進展する技術である。

バイオ燃料、水素燃料、e-fuelの可能性
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introduction

RJC会長・飯塚昭三
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202�年౓RJC׆ಈใࠂ
RJC 2024 Activity Report 

　日本自動車研究ऀジϟーナリスト会ٞ（3JC）では、今
年度も3JCカーオブβイϠーબ出のため׆動をߦってまい
りました。
　自動車メーカー・インϙーターを対৅にしたબ考にؔす
るઆ໌会は、自動車メーカー・インϙーターの発表などが
多くなる݄̕をආけ、6݄27日の3JC総会後に開࠵し、カ
ーオブβイϠーのબͼ方の方਑をઆ໌いたしました。会৔
はલ年から「アルカディアࢢϲ୩」といたしました。これ
までの会৔「アイビーϗール੨ࢁ」は৽ܕコロナウィルス
。で閉鎖されたためですڹછのӨײ
　国産車・༌入車・技術、֤৆の6ベストをબ出する第1次
બ考会は、オンラインࣜܗでߦい、11݄1日に3JCࣄ຿ہ
で開ථして3JCެࣜサイトでެ開いたしました。
　最大のイベントである3JCカーオブβイϠーをબ出する
最ऴબ考会は、「モビリティリκートもて͗」の特ઃコー
スで実ࢪいたしました。
　今年度も、৽車発表会など多くのイベントがオンライン
、৐会も限られていましたがࢼの࠵われ、リアル開ߦでࣜܗ
そうしたঢ়گԼで実ࢪした׆動の一部をԼهに঺հします。

⾣1݄12日ɿ5O,:O A65O SA-O/ 2024	ນுメοセ・
日本コンベンシϣンセンター）
⾣3݄1日ɿB:D Auto Japan2024上൒期ઓ略発表会（඼
川グランυϗール）
⾣6݄25日ɿB:D SEA- プレス発表会	8e8orL *ceberg

⾣6݄27日ɿ3JCカーオブβイϠーબ考にؔするઆ໌会	ア
ルカディアࢢϲ୩

⾣7݄ॳ०ɿスズキ スイフトࢼ৐会（スズキ౦ࢧژ社）
⾣10݄30日ɿB:D SEA-ࢼ৐会（B:D A65Oߓ北ニュ
ータウン）
⾣10݄11日ɿM*/* COOPE3ࢼ ৐ 会（BM8 (3O6P 
5oLZo BaZ）
˜11݄1日ɿ2025年次3JCカーオブβイϠー第1次બ考会	
オンライン

⾣11݄12日ɿ2025年次3JCカーオブβイϠー最ऴબ考会

（モビリティリκートもて͗）
⾣12݄12日ɿ2025年次3JCカーオブβイϠー表জࣜ	アル
カディアࢢϲ୩


˗೥ͷ੉ͷ඿দӺΛา͍͍ͯͨΒɺʮ3+$カーオブβイϠーड৆ʯͷจ͕ࣈ
ೖͬͨʮスイフトʯͷϙスλー͕໨ʹඈͼࠐΜͰདྷͨɻय़ઌʹスλートͨ͠
3+$ͷ׆動͸ɺʮ5Ie	BVlletinʯͷެ։࡞業Λऴ͑ɺҰ଍ઌͷେᷢ೔ʹɻͦΜ
ͳҰ೥ͷऴΘΓʹग़ձͬͨɺߏ಺ͷபʹ௻Δ͞Εͨ͜ͷϙスλー͸͔ͬ͠خ
ͨɻѪ͞Εଓ͚Δ3+$ �ʹ	਎͕Ҿ͖క·ͬͨ࣍ୈɻʢਫʣ
˗E7ͷフィーόー͕ࠓ೥͸͍ͬͨΜͱ͍͏΂͖ͳͷ͔ɺམͪண͍ͨΑ͏ͳ
಺Ͱ΋ɺେࠞཚɺେมֵͷニュースࠃͰ΋ɺ͏͜޲Δɻͱ͸͍͑ւͷ͕͢ؾ
͕ଓ͍͍ͯΔɻ自動車業քʹݶΒͣɺੈք͕Ͳ͏ͳΔͷ͔ɻ2025೥͕Α͍
೥Ͱ͋Γ·͢Α͏ʹɻʢ෢ʣ
˗೥຤ʹͳͬͯॏେͳニュース͕ඈͼࠐΜͰ͖·ͨ͠ɻ本田技研工業ɺ೔࢈
自動車ɺ三菱自動車工業͕ܦӦ౷߹ʹ͚ͯ޲ͷٞڠʹೖͬͨͱͷ͜ͱɻ৽ܕ
車ͷݮগ΍֤モデルαイクル͕௕͘ͳ͖ͬͯͨ͜ͱ΋͋Γɺ3+$΋બࣜํߟ
Λม͑Δ࣌ظʹདྷ͍ͯΔͷ͔΋͠Ε·ͤΜʢখʣ

˗エントリーͨ͠モデルʹ͸BE7͕ଟ͘ͳͬͨɻ੩͔Ͱパϫー΋͋Γɺߤଓ
ͷϚ֮ײ཭΋৳ͼ͍ͯΔɻΨιリン車ʹ৐Δͱパϫー͕෺଍Γͳ͘Α͏ͳڑ
ヒΛ֮͑ͨɻ͜Ε͔Β͸BE7͕ओྲྀͱͳΔͷ͔ʁ੓࣏͕ΒΈͰࡍࠃ৘੎Λݟ
͍ͯΔͱɺͲ͏΋ͦ͏Ͱ͸ͳ͍Α͏ͳ͕ͨ͠ؾɻʢౖʣ
˗2025೥࣍ͷ3+$カーオブβイϠー͸ɺϝーカー・インϙーλー֤ࣾͷ͝
ʹɻ೥຤͢·͍ͯ͠ँײʹͱͨͤ͜ݟͷ΋ͱɺͳ͔ͳ͔ͷ੝Γ্͕ΓΛྗڠ
͖ͯニュース൪૊΍ࢴ໘Λʹ͗Θ͢ʮ自動車業ք100೥ʹҰ౓ͷมֵظʯʹɺ
3+$ͱͯ͠΋࣍೥࣍ͷ3+$カーオブβイϠーͷ΍Γํɺテストデーͷ։࠵৔
ॴʹ͍ͭͯ΋͑ߟͳ͚Ε͹ͳΒͳ͍࣌ͩͱ͏ࢥͷͰ͢ɻʢॹʣ
Ͱ͸BE7θϩɺ༌ೖ車͸4車͕BE7Ͱɺ΋͏1車΋車࢈ࠃ೥ͷ6ϕスト͸ࠓ˗
छମܥͷதʹBE7ؚ͕·Ε͍ͯΔɻ೔本͸ੈքʹઌ࢈ྔ͘ૣ͍͚ͪͯۦBE7
Λग़͕ͨͩ͠ࠃɺBE7ͷൢചൺ཰͸ۃ୺ʹখ͍͞ɻ೔本͋Δ͍͸೔本ਓʹ
BE7͕߹Θͳ͍ͷͩΖ͏͔ɻޙࠓͷਐల͕ؾʹͳΔɻエンジン΋モーλー΋
ͳʢ௩ʣ͖޷

ฤ集هޙ




